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FOMA 端末か 5 利用できるデータ通 
信について 

FOMA 端末とバソコンを接続してご利用できるデー 
夕通信は、バケツト通信 • 64 K データ通信とデータ 
転送 （ OBEX ) に分類されます。 

FOMA 端末はパケット通信用アダプタ機能を内蔵し 
ています。 


利用できる通信形態 

データ通信におけるバソコンの動作環境は以下の通り 
です。 


項目 

説明 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

FOMA USB 接続ケーブル（別売）を使用する場合： 
USB ポート (Universal Serial Bus 
Specification Rev !.1 準拠） 

ディスプレイ解像度800 X 600 ドット、 

High Color ! 6ピット以上を推奨。 

0 S 

Microsoft ® Windows ® 98、 Windows ® 

98 SE 、 Windows ® Me 、 Windows ® 2000 
Professional 、 Windows ® XP 
Professional/Home Edition (各日本語版） 

必要メモリ 

Microsoft ® Windows ® 98、 Windows ® 

98 SE 、 Windows ® Me : 32 M バイト以上※ 
Windows ® 2000 Professional : 64 M バイ 
卜以上％ 

Windows ® XP Professional/Home Edition : 
128 M バイト以上※ 

(各日本語版） 

八ードディスク 
容量 

5 M バイト以上の空き容量* 


※必要メモリおよび八ードディスクの空き容量はシステム環境に 
よって異なることがあります。 


バケツト通信 


送受信したデータ量に応じて通信料金がかかる通信形 
態です。（受信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 
/ rmoperaj など、 FOMA パケット通信に対応し 
た接続先を利用します。 

バケット通信は FOMA 端末とパソコンを FOMA 
USB 接続ケーブル（別売）で接続し、各種設定を行 
うことで利用でき、高速通信を必要とするアプリケー 
シヨンの利用に適しています。 

P .398 以降の説明に従って、設定と接続を行ってく 
ださい。 


64 K データ通信 


接続している時間に応じて、通信料金がかかる通信形 
態です。 FOMA 端末とパソコンを FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）で接続し、 64 kbps の通信を行い 
ます。 

ドコモのインターネット接続サービス rmopera UJ 
/ rmoperaj などの FOMA 64 K データ通信対応の 
接続先、または旧 DN の同期 64 K 対応の接続先をご利 
用ください。 

P .398 以降の説明に従って、設定と接続を行ってく 
ださい。 



赤外線や FOMA USB 接続ケーブル（別売）を使って 
データを送受信する通信形態です。赤外線通信では、 
FOMA 端末またはバソコンなど赤外線通信機能を持 
つ機器とデータを送受信できます。 

FOMA 端末とパソコン間で FOMA USB 接続ケープ 
ルを使ってデータ転送 （ OBEX ) を行う際には、 
データリンクソフト （ P .471 参照）をインストール 
してください。また 、 FOMA USB 接続ケーブルを使 
う場合は P 901 iTV 通信設定ファイルをインストール 
する必要があります。 （ P .399 〜 P .402 参照） 



•バケット通信では送受信したデータ量に応じて課金されます。 
画像を多く含むホームページの閲覧、データのダウン□—ドな 
どのデータ量の多い通信を行うと、通信料金が高額になります 
のでご注意ください。 

• 64 K データ通信では、接続した時間量に応じて課金されます。 
長時間にわたる接続を行った場合、通信料金が高額になります 
のでご注意ください。 

• F 0 MA 5 S 末からは、 PIAFS などの PHS サービス (64 K /32 K 
データ通信）はご利用できません。 

• FCMA 5 器末は Remote Wakeup には対応していません。 

• FOMA 端末は FAX 通信をサボートしていません。 

• F 0 MA 5 器末をドコモの PDA「sigmarion II 」や 「 musea 」 と 
接続してデータ通信を行う場合 、 「sigmarion II 」 「 musea 」 

をアップデートしてご利用ください。アップデートの方法など 
の詳細については、ドコモのホームページをご覧ください。 


C 利用にあたっての留意点 


インターネットサービスプ□バイダの利用料 
について 


インターネットをご利用の場合は、ご利用になるイン 
ターネットサービスプ□バイダに対する利用料が必要 
になります。この利用料は、 FOMA サービスの利用 
料とは別に直接インターネットサービスプ□バイダに 
お支払いいただきます。利用料の詳しい内容について 
は、ご利用のインターネットサービスプ□バイダにお 
問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続サービス rmopera U 」 
/ rmopera 」 をご利用いただけます。 
rmopera U 」 をご利用いただく場合は、お申し込み 
が必要（有料）となります。 rmopera 」 をご利用い 
ただく場合は、お申し込み不要、月額使用料無料で 
す0 


デ—夕通信 FOMA 端末から利用できる デ—夕 通信について 


396 




















接続先（インターネットサービスプ□バイダ 
など）の設定について 


バケツト通信と 64 K データ通信では接続先が異なり 
ます。バケツト通信を行うときはバケツト通信対応の 
接続先、 64 K データ通信を行うときは FOMA 64 K 
データ通信、または ISDN 同期 64 K 対応の接続先をご 
利用 < ださい。 

• DoPa の接続先には接続できません。 

• PIAFS などの PHS64K/32K データ通信の接続先には接続でき 
ません。 


ットワークアクセス時のユーザ認証について 


接続先によっては、接続時にユーザ認証 （ ID とパス 
ワード）が必要な場合があります。その場合は、通信 
ソフト（ダイヤルアップネットワーク）で ID とパス 
ワードを入力して接続してください。 ID とパスワー 
ドは接続先のインターネットサービスプ□バイダまた 
は接続先のネットワーク管理者から付与されます。詳 
しい内容については、そちらにお問い合わせくださ 
い。 


ブラウザ利用時のアクセス認証について 


FirstPass (ユーザ証明書）が必要な場合は、添付 
の CD - ROM から RrstPass PC ソフトをインス I 
ルし、設定を行ってください。 

詳しくは CD - ROM 内の 「 FirstPassPCSoft 」 フォ 
ルダ内の 「 FirstPassManual 」（ PDF 形式）をご覧 
ください。 「 FirstPassManual 」（ PDF 形式）をご覧 
になるには 、 Adobe Reader (バージョン6.0以上 
を推奨）が必要です。お使いのパソコンにインストー 
ルされていない場合は、アドビシステムズ株式会社 
のホームページから最新版をダウン□ー ドできます。 
(別途通信料がかかります。） 

詳しくはアドビシステムズ株式会社のホームページ 
を参照してください。 


パケット通信および 64 K データ通信の条件 


F 0 MA 端末で通信を行うには、以下の条件が必要に 
なります。 

• FOMA USB 接続ケーブル（別売）に対応したパソ 
コンであること 

• F 0 MA パケット通信、 64 K データ通信に対応した 
PDA であること 

• FOMA サービスエリア内であること 

• パケット通信の場合、接続先が FOMA のパケット通 
信に対応していること 

_ 64 K データ通信の場合、接続先が FOMA 64 K デー 
夕通信、または ISDN 同期 64 K に対応していること 
ただし、上の条件が整っていても、基地局が混雑して 
いる、または電波状況が悪い場合は通信ができないこ 
とがあります。 


■用語解説 

• APN 

Access Point Name の略です。パケット通信において、接 
続先のインターネットサービスプ□パイダや企業内 LAN を識 
別します。例えば mopera の場合は 「 mopera . ne . jp 」 のよう 
な文字列で表します。 

• cid 

Context Identifier の略です。バケット通信をする際に、 
FOMA 端末にあらかじめ登録する APN の登録番号です。 

FCMA 端末では、1から10までの10件を登録できます。 

• Administrator 権限 • 管理者権限 
本書では、 Windows ® XP 、 Windows ® 2000 
Professional のシステムのすべてにアクセスできる権限のこ 
とを指しています。通常、 Administrators のグループに所属 
したユーザーはこの権限を持っています。一方、 
Administrator 権限または管理者権限を持たないユーザーはシ 
ステムへのアクセスが限定されているため、通信設定ファイル 
(ドライパ）のインス!ルなどができません。 

• DNS 

Domain Name System の略です。 「 nttdocomo . co . jp 」 の 
ような人間が理解しやすい名前を、コンピュータが管理しやす 
い数字で表したアドレスに変換するシステムのことです。 

• OBEX 

OBEX (Object Exchange ) は 、 IrDA (Infrared Data 
Association ) が規定したデータ通信についての国際規格（プ 
□トコル）です。 

0 BEX 規格に対応した機器やソフトウェアを使うことで、携帯 
電話、パソコン、デジタルカメラ、プリンタなどさまざまな情 
報機器間で、データの送受信ができます。 

• IrDA 

Infrared Data Association の略です。赤外線を用いたデータ 
通信の規格の制定、促進を行う国際的な組織です。 

• IrMC 

l「Mobile Communications の略です。 IrDA が定めた規格で、 
電話帳、スケジュール、メール、フリーメモ等のデータ交換方 
法が定められています。また、機器間の通信には、 OBEX 規格 
を使用することが規定されています。 

• QoS 

Quality of Service の略でネットワークのサービス品質です。 
FCMA 端末の QoS 設定では、速度を限定しないで接続するか 
あるいは最高速度（上り 64 kbps 、 下り 384 kbps ) でのみ接 
続するかを設定できます。（接続後の速度は可変します。）詳し 
くは P .434 参照。 

• W-TCP 

F 0 MA ネットワークでバケット通信を行うときに、 TCP / IP の 
伝送能力を最大限に生かすための TCP パラメータです。 
「 Wireless 」、「 W - CDMA 」、「 Windows ®」 の環境下で FOMA 
端末の通信性能を最大限に活用するには、 TCP パラメータの 
最適化が必要です。 

• W-CDMA 

世界標準規格として認定された第三世代移動通信システム 
( IMT -2000) の1つです。 

FCMA 端末は、 W - CDMA 規格に準拠しています。 
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データ通信の準備の流れ 

パケツト通信 • 64 K データ通信を行う場合の準備に 
ついて説明します。以下のような流れになります。 


パソコンと FOMA 端末を FOMA USB 接続ケーブル（別売） 
で接続する （ P .398 参照） 


P 90 1 iTV 通信設定フアイルをインストールする 

Windows ® XP . P .399 

Windows ® 2000 Professional . P .399 

Windows ® 98、 Windows ® Me . P .400 


インストール後の確認をする （ P .40 1参照） 


FOMA PC 設定ソフトをイン 
ストールする （ P . 403参照） 


通信の設定を行う 
Hnopera U 」 / HnoperaJ 

. P .406、 P .409 

その他のプロバイダ 
. P .407、 P .409 


FOMA PC 設定ソフトを使 
わずに手動で通信の設定をす 
る （ p .414、 P .426 参照） 


接続する 
( P .410? 


または P .425 参照） 


■添付の 「FOMA P 901 iTV 用 CD - ROM 」 について 

FOMA 端末とパソコンを接続してパケット通信を行うときには、 
添付の 「FOMA P 901 iTV 用 CD - ROM 」 の 「 P 901 iTV 通信設 
定ファイル」（ドライバ）をパソコンにインス!ルしてくださ 
い。また、通信を行う際に APN やダイヤルアップの設定が簡単 
に行える 「FOMA PC 設定ソフト」をインス! -- ルすることを 
おすすめします。 

「 P 901 iTV 通信設定ファイル」（ドライパ）のインス! -- ル方法 
は P .399 〜 P .402 参照。 

「FOMA PC 設定ソフト」のインス I ル方法は P .403 参照。 


バソコンと FOMA 端末を接続する 

FOMA USB 接続ケーブル（別売）の取り付け方法に 
ついて説明します。 

FOMA 端末の外部接続端子の向きを確認 
し、 FOMA USB 接続ケープルの外部接続 
コネクタをまっすぐ「カチッ J と音がする 
まで差し込む 


FOMA USB 接続ケーブルの USB コネク 
夕をパソコンの USB 端子に接続する 



• FOMA USB 接続ケーブルのコネクタは無理に差し込まないで 
ください。各コネクタは正しい向き、正しい角度で差し込まな 
いと接続できません。正しく差し込んだときは、強い力を入れ 
なくてもスムーズに差し込めるようになっています。うまく差 
し込めないときは、無理に差し込まず、もう一度コネクタの形 
や向きを確認してください。 

• USB ケーブルは専用の FOMA USB 接続ケーブルをお買い求め 
ください。（パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状が 
異なるため使用できません。） 

• FCMA 端末に表示される「乱」は、パケット通信または 64 K 
データ通信の通信設定ファイルのインストールを行い、パソコ 
ンとの接続が認識されたときに表示されます。通信設定ファイ 
ルのインス I ル前には、パソコンとの接続が認識されず、 
「® J も表示されません。 


■取り外し方 

1 . FOMA USB 接続ケーブルの外部接続コネクタのリリースポ 
タンを押しながら、まっすぐ引き抜く。 

2. パソコンの USB 端子から FOMA USB 接続ケーブルを引き抜 

く。 



リリースポタン 




• FOMA USB 接続ケーブルは無理に取り外さないでくださ 
し'！。故障の原因となります。 

•データ通信中は FOMA USB 接続ケーブルを取り外さない 
でください。 

• FOMA USB 接続ケーブルの取り付け • 取り外しは連続し 
て行わないでください。一度、取り付け • 取り外しを行っ 
た場合は、間隔をおいてから再び行ってください。 
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通信設定ファイルをインストールする 


通信設定ファイルのインス!-ールは、ご使用になるパ 
ソコンに FOMA 端末を初めて接続するときに必要で 
す0 

• Windows ® XP 、 Windows ® 2000 Professional で P 901 iTV 
通信設定ファイル（ドライパ）のインストールを行う場合は、必 
ず Administrator 権限またはパソコンの管理者権限を持ったユー 
ザーで行ってください。それ以外のユーザーでインス I -ールを行 
うとエラーとなります。パソコンの管理者権限の設定について 
は、各パソコンメーカー、マイクロソフト社にお問い合わせくだ 
さい。 


Windows ® XP にインス I ルする 

FOMA 端末と FOMA USB 接続ケープル 
(別売）を接続する （ P .398 参照） 

パソコンを起動し 「FOMA P 901 iTV 用 
CD - ROM 」 をパソコンにセツトする 

「ランチヤ」画面を終了する 

•この画面は 「FOMA P 901 iTV 用 CD - ROM 」 をパソコン 
にセットすると、自動的に表示されますが、お使いのパソ 
コンの設定によっては、表示されないことがあります。そ 
の場合は、手順4へ進みます。 

• P 901 iTV 通信設定ファイルのインス I ル中にこの画面 
が表示された場合も「閉じる」をクリックします。 

FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 3 器末 
と接続した FOMA USB 接続ケーブルをパ 
ソコンに接続する 

5 インストールを始める 

タスクノ（一のインジケータから「新しいハードウエアが見つ 
かりました」というポップアップのメッセージが数秒間表示 
されたあと、下の画面が表示されます。 

「いいえ、今回は接続しません」を選択し、「次へ」をクリッ 
クします。 

•お使いのパソコンにより、この画面は表示されない場合が 
あります。 



インストール方法を選ぶ 

「一覧または特定の場所からインス!ルする（詳細)」を選 
択し、「次へ」をクリックします。 



7 ドライバを選ぶ 

「次の場所で最適のドライパを検索する」を選んだあと、「リ 
ムーバブルメディア（フロッピー、 CD - ROM など）を検 
索」のチェックを外し、「次の場所を含める」をチェックし 
ます。「参照」をクリックし、「く CD - ROM ドライブ名>:¥ 
USB Driver ¥ Win 2 k _ XPJ を指定し、「次へ」をクリック 
します。 （ CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって 
異なります。） 

• ドライパは Windows ® 2000 Professional と共通です。 



「完了」をクリックする 

Q 引き続き、手順5〜手順8を参考にして、残 
りの3つの P 901 iTV 通信設定ファイル 
(ドライバ） （ P .402 参照）をすベてインス 
卜ールする 

すべての P 901 iTV 通信設定ファイル（ドライパ）のインス 
I ルが完了すると、タスクバーのインジケータから「新し 
い八ードウエアがインス I ルされ、使用準備ができまし 
た。」というポップアップメッセージが数秒間表示されます。 


弓 I き続き、 P 901 iTV 通信設定フアイルが正しくインス I ルさ 
れていることを確認します。 （ P .401) 


Windows ® 2000 Professional 
にインストールする 

FOMA 端末と FOMA USB 接続ケープル 
(別売）を接続する （ P .398 参照） 

パソコンを起動し 「FOMA P 901 iTV 用 
CD - ROM 」 をパソコンにセツトする 


通信設定ファイルをインスト—ルする 


«ぺ=ジにつづく 
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「ランチャ」画面を終了する 

•この画面は 「FOMA P 901 iTV 用 CD - ROM 」 をパソコン 
にセットすると、自動的に表示されますが、お使いのパソ 
コンの設定によっては、表示されないことがあります。 
その場合は、手順4へ進みます。 

• P 901 iTV 通信設定ファイルのインス I ル中にこの画面 
が表示された場合も「閉じる」をクリックします。 

FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA USB 接続ケープルをパ 
ソコンに接続する 

インス I ^ールを始める 

「次へ」をクリックします。 

• お使いのパソコンにより、この画面は表示されない場合が 
あります。 



「デバイスに最適なドライバを検索する（推 
奨) J を選択し、「次へ」をクリックする 

•お使いのパソコンによっては rUSB DEVICE 」 と表示さ 
れることがあります。 

「場所を指定」を選択し、「次へ」をクリッ 
クする 

検索するフォルダを指定する 

フォルダ名は、「く CD - ROM ドライブ名 >:¥USB Driver ¥ 
Win 2 k _ XP 」 です。 

検索するフォルダを指定したら、 「0 K 」 をクリックします。 
( CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって異なりま 
す。） 

凶 

I 


透&獅1綱或 デイ ス碰 したド ■入 


キゃンセル」 


製造元のファイルのコビ-元©: 


|F：¥USB Driver¥Win2k XP 


zl If 参照.®〉 


ドライバ名 （ P .402 参照）を確認して、 
「次へ」をクリックする 

ここでは 「FOMA P 901 iTV 」 と表示されます。 

•お使いのパソコンによっては rUSB DEVICE 」 と表示さ 
れることがあります。 


「完了」をクリックする 


引き続き、手順5〜手順10を參考にして、 
残りの3つの P 901 iTV 通信設定ファイル 
(ドライバ） （ P .402 參照）をすベてインス 
卜ールする 


引き続き、 P 901 iTV 通信設定ファイルが正しくインス I ルさ 
れていることを確認します。 （ P .401) 


Windows ® 98、 Windows ® Me に 
インス I ルする 
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FOMA 3 器末と FOMA USB 接続ケープル 
(別売）を接続する （ P .398 参照） 

パソコンを起動し 「FOMA P 901 iTV 用 
CD - ROM 」 をパソコンにセツトする 

「ランチャ」画面を終了する 

•この画面は 「FOMA P 901 iTV 用 CD - ROM 」 をパソコン 
にセットすると、自動的に表示されますが、お使いのパソ 
コンの設定によっては、表示されないことがあります。そ 
の場合は、手順4へ進みます。 

• P 901 iTV 通信設定ファイルのインス I -ール中にこの画面 
が表示された場合も「閉じる」をクリックします。 

FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA USB 接続ケーブルをパ 
ソコンに接続する 

インス I ^ールを始める 

Windows ® 98の場合、「次へ」をクリックし、「使用中のデ 
パイスに最適なドライバを検索する（推奨)」を選択し、「次 
へ」をクリックします。 

Windows ® Me の場合、「ドライバの場所を指定する（詳し 
い知識のある方向け)」を選択し、「次へ」をクリックしま 
す。 


€ 

加漸 UV トドウ：!アが見つかりました： 

FOMA P901iTV 

A'- ドウIアをサボートして 05V フトウ：Iアを自勒的に検索して、インス 
トールで•きます。八'-ドウIアに付屈のインストルメディアがある埸合 
は、そのメディアを挿入して、はへ]をクリックしてくださ U 

オプションを逞択してください。 

r 適切なドライパを自肋的に検索する(推奨)⑻ 

^爾綱服指萣爾麵綱測 

、戻5©) 1 ；*A> 1 キャンレ1 


通信設定ファイルをインスト—ルする 
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ドライバを選ぶ 

Windows ® 98の場合、「検索場所の指定」をチェックしま 
す。 

Windows ® Me の場合、「使用中のデパイスに最適なドライ 
パを検索する（推奨)」を選択し、「検索場所の指定」を 
チェックします。 

「参照」をクリックし、「く CD - ROM ドライブ名 〉: ¥USB 
Driver ¥ Win 98_ MeJ を指定し、「次へ」をクリックしま 
す。 （ CD - ROM ドライブ名はお使いのパソコンによって異な 
ります。） 

• ドライパは Windows ® 98、 Windows ® Me 共通です。 
Windows ® Me の場合、手順8へ進みます。 


liMianiiwto 獅 Tiirari 

■ 

mm 

C? 使用中のデパイスに最適なドライパを検索する（推奨） 

r リムーパブルメディア （ 7 □ 、クビー、 CD-ROM など〉 (M) 

17 検索埸所の指定 (U: 

|D：¥USB Driver¥Win98_Me ▼」|；参照 (F0 | 

r 特定の塌所にある * すべてのドライパの一覧を表示し、インストール 

< 戻る ®) 次へ > 1 キャンセル 1 


「更新されたドライバ（推奨)」を選択し、 
「次へ」をクリックする 

ドライバ名 （ P .402 參照）を確認して、 
「次へ」をクリックする 

ここでは 「FOMA P 901 iTV 」 と表示されます。 

「完了」をクリックする 

引き続き、手順5〜手順9を參考にして、残 
りの6つの P 901 iTV 通信設定ファイル 
(ドライバ） （ P .402 参照）をすベてインス 
卜ールする 


引き続き、 P 90 1 iTV 通信設定フアイルが正しくインス!ルさ 
れていることを確認します。 


インストールしたドライバを確認する 

P 901 iTV 通信設定ファイル（ドライバ）が正しくイ 
ンス I -ールされていることを確認します。 

1 く Windows ® XP の場合〉 

「スタート j ► r コントロールパネル」を開く 
► 「パフオーマンスとメンテナンス」 

► 「システム」を開< 

く Windows ® 2000 Professional 、 
Windows ® 98、 Windows ® Me の場合 > 

「スタート」 「設定」 「コントロールバ 
ネル」を開く ► 「システム」を開く 


く Windows ® XP 、 Windows ® 2000 
Professional の場合 > 

「八ードウエア」タブをクリック 
► 「デバイスマネージャ」をクリックする 

く Windows ® 98、 Windows ® Me の場合〉 

r デバイスマネージャ」タブをクリックする 

各デバイスをクリックして、インストール 
されたドライバ名を確認する 

「ポート （ CCM / LPT )」、 「モデム」、「ユニパーサルシリア 
ルバスコント□-ラまたは USB (Universal Serial bus ) 
コント□—ラ」の下にすベてのドライバ名が表示されている 
ことを確認します。 


ファイル 0 棟作⑻表示秘ヘルプ妙 

a 



►Intel(R) 82801 DB/DBM USB Univer 

► USB 2.0 Root Hub 

► USB ルート八ブ 
囪如らポ-ド 

由§コンビュータ 

+ 0 サウンド、行 • 才、お、よ U ゲームコント□う 
® 3 システムデバイス 
@ ディスクドライブ 
[t! §ディスブレイアダプタ 
+ _ネットワークアダプタ 
® _ ブ□セツサ 

私フロッピーディスク： D 卜□ーラ 
■ デ 咖 I 


al Host 


Controller - 2402 




ポート (COM と LPT) 

^ FOMA P901iTV Command Port (COM20) 
'夏 FOMA P901iTV OBEX Port (C0M19) 


^ 通信ポ-卜 


f <LPT1) 

(CO Ml) 


® ^ ヮ hiv • 孓爪は相 / rvrf? イ、孑ノ 、 w f'K. 

qL モデム 

| ^ FOMA P901iTV 


Windows ® XP の場合 


-inlxi 


棵作⑻表示坠 11 I 的 I 囹遡 


UbB ^Un i versa I Serial Bus ) 」ント ローフ 
FOMA P901iTV 


^ Jntel : 

^ USB 
由 4 キーボート 

由-罪:] 


Ltot) universal Host Controller 

; B ル-トハブ 
コンビュ 

サウンド、ビデオ、 およ U トム コント□ーラ 
一 g システムデバイス 
田 C 3 ディスクドライブ 
@薄ディスブい f ァ物 
S ® 木ットワーク 7物 
田.备フロツビ-デイスりコント□-ラ 


> ポート (COM と LPT) 

J FOMA P901iTV Command Port (C0M8) 
^ FOMA P901iTV OBEX Port (C0M7) 
gifif 言ボ - - 


J iiff ポート (COM2) 


寸インクデバイス 


Zi 


r 


Windows ® 2000 Professional の場合 


通信設定ファイルをインスト—ルする 


«ぺ=ジIこつづく 
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JlJSi 


全股デパイスマネ-ジ叫トドウ: E アブ□フ7イル I パフォ-マンス I 



_ブ□パティ ( B > j _更新® 


一則除®」 _印刷眼」 


Windows ® 98、 Windows ® Me の場合 
※〇〇!^ポート番号は、お使いのパソコンによって異なります。 

P 901 iTV 通信設定ファイルをインス I -ールすると、 
以下のドライバがインストールされます。 


デバイス名 


ポート （ CCM / LPT ) 


モデム 


ユニバーサル シリアル 
パスコント□—ラ、 
または 

USB (Universal Serial 
Bus ) コント ローラ 


P 901 iTV 通信設定ファイル（ドライバ） 
名 


.FOMA P 901 iTV Command 
Port 

• FOMA P 901 iTV OBEX Port 


• FOMA P 901 iTV 


• FOMA P 901 iTV 

• FOMA P 901 iTV OBEX ^ 

- FOMA P 901 iTV Modern ^ 

- FOMA P 901 iTV Command ^' 


※ Windows ® 98/ Windows ® Me のみ 


FOMA PC 設定ソフトを使って接続先の設定をするには 
P .403 参照。 

FOMA PC 設定ソフトを使わずに接続先の設定をするには 
P .414、 P .426 参照。 

FOMA US 巳接続ケーブル（別売）を使ってデータ転送を行うに 
は P .471 参照。 




• P 901 iTV 通信設定ファイルをインス!ルするときに、途中 
でパソコンから FOMA USB 接続ケーブルを抜いてしまった 
り、「キャンセル」ポタンをクリックしてインストールを中止 
してしまった場合は、 P 901 iTV 通信設定ファイルが正常にイ 
ンス I ルされない場合があります。このような場合には、ア 
ンインス I ルの手順に従って P 901 iTV 通信設定ファイルを 
一度削除してから、再度インストールし直してください。 

•間違って異なる 0 S の P 901 iTV 通信設定ファイルをインス 
卜ールすると、正しく動作しません。 P 901 iTV 通信設定ファ 
イルをアンインス!ルし、再度インス!ルし直してくださ 
し、。 


通信設定ファイルをアンインストール 
する 


P 901 iTV 通信設定ファイル（ドライバ）のアンイン 
ス I ルが必要になった場合（バージョンアップする 
場合など）は、次の手順で行ってください。ここでは 
Windows ® XP を例にしてアンインス I ルを説明 
します。 

• Windows ® XP 、 Windows ® 2000 Professional で P 901 iTV 
通信設定ファイル（ドライパ）のアンインストールを行う場合 
は、必ず Administrator 権限またはバソコンの管理者権限を持っ 
たユーザーで行ってください。それ以外のユーザーでアンインス 
卜ールを行うとエラーとなります。パソコンの管理者権限の設定 
については、各パソコンメーカー、マイクロソフト社にお問い合 
わせ < ださい。 

FOMA 端末とパソコンが FOMA USB 接続 

ケープル（別売）で接続されている場合は、 

FOMA USB 接続ケーブルを取り外す 

パソコンを起動し 「FOMA P 901 iTV 用 

CD - ROM 」 をパソコンにセットする 

ランチヤ画面を終了する 

•この画面は 「FOMA P 901 iTV 用 CD - ROM 」 をパソコン 
にセットすると、自動的に表示されますが、お使いのパソ 
コンの設定によっては表示されないことがあります。その 
場合は、手順4へ進みます。 

「マイコンピュータ」から CD - ROM アイコ 
ンを右クリックし、「開く」を選択する 

CD - ROM 内の ruSB Drived フォルダ 
をダブルクリックする 

「 UninstJ フォルダをダブルクリックする 
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p901 tvun.exe 


「 p 901 tvun . exe 』 をダブルク 
■ J ックする 

• お使いのノぐノコンの設定によって 
「 p 901 tvun 」 と表示されることがあります。 

「 ok 」 をクリックする 


「はい」をクリックしてパソコンを再起動す 
る 

以上でアンインス I -ールは終了です。 

•「いいえ」をクリックした場合は、手動で再起動をしてく 
ださい。 


通信設定ファイルをインスト—ルする 
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FOMA PC 設定ソフトによる通信の 
設定 


STEP ! ソフトのインス!ル 


「FOMA PC 設定ソフト」をインストールしま 
す0 

インス I ル方法については P .403 参照。 

「旧 FOMA PC 設定ソフト」がインス I ルされている場合 
は 、 「FOMA PC 設定ソフト」のインス! -- ルを行う前にアン 
インス!ルしてください。「旧 FOMA PC 設定ソフト」がイ 
ンス I ルされている場合 、 「FOMA PC 設定ソフト」のイン 
ス I ルはできません 。 「FOMA PC 設定ソフト」はデータ通 
信対応のすべての TOMA 端末で利用できます。 


STEP 2 設定前の準備 


I 各種設定前の準備をします。 

各種設定の前に FOMA 端末にパソコンが接続され、正しく認 
識されていることを確認してください 。 FOMA USB 接続 
ケーブル（別売）の取り付け方法ついては P .398 参照。 
FOMA 端末がパソコンに正しく認識されていない場合、各種 
設定および通信を行えません。 FOMA 端末がパソコンに正し 
く認識されているか確認するには P .40 1参照。 

P 901 iTV 通信設定ファイルのインス I ル方法については 
P .399 〜 P .402 参照。 


^ STEP 3 各種設定作業 


ご利用の通信に対応した設定をします。 

かんたん設定からパケット通信を設定する 
「mopera U 」 または 「 mopera 」 を 
接続先として利用する場合 . 

.. P .406 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外の 
プ□バイダを利用する場合 . 

.. P .407 

かんたん設定から 64 K データ通信を設定する 
「mopera U 」 または 「 mopera 」 を 
接続先として利用する場合 . 

.. P .409 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外の 
プ□バイダを利用する場合 . 

.. P .409 

■ W - TCP 設定でバケツト通信性能を最適化するには P .41 2参照。 ■ 

■接続先 （ APN ) を設定するには P .413 参照。 




FOMA PC 設定ソフトについて 

FOMA 端末をパソコンに接続してパケツト通信や 
64K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です。 FOMA PC 設定ソフトを使うと、 
簡単な操作で以下の設定ができます。 FOMA PC 設 
定ソフトを使わずに、バケツト通信や 64K データ通 
信を設定することもできます。 （P.414、P.426 参 
照） 「FOMA PC 設定ソフト」はデータ通信対応のす 
ベての FOMA 端末で利用できます。 


■かんたん設定 

ガイドに従い操作することで 「 FOMA データ通信用ダイヤル 
アップの作成」を行い、同時に 「 W - TCP の設定」などをかんた 
んに行います。 

■ W - TCP の設定 

「 FOMA パケット通信」を利用する前に、パソコン内の通信設定 
を最適化します。 

通信性能を最大限に活用するには、 W - TCP 設定による通信設定 
の最適化が必要になります。 

64 K データ通信による接続を行うときは 「 W - TCP 設定」で最適 
化を行わないでください。 

■接続先 （ APN ) の設定 

パケット通信に必要な接続先 （ APN ) の設定を行います。 
FOMA パケット通信の接続先には、 64 K データ通信と異なり通 
常の電話番号は使用しません。 

あらかじめ接続先ごとに、 FOMA 端末に APN (Access 
Point Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番号 
( cid ) を接続先番号欄に指定して接続します。 

お買い上げ時、 cid ぶの1香には mopera の接続先 （ APN ) 
「 mopera . ne . jp 」 が、 cid ※の3番には mopera U の接続先 
( APN )「 mopera . net 」 が登録されていますが、その他のプロ 
パイダや企業内 LAN に接続する場合は接続先 ( APN ) の設定が 
必要になります。 

※ 「Context Identifier 」 のことで、パケット通信の接続先 
( APN ) を FOMA 端末に登録する番号 


•古いパージョンの FOMA PC 設定ソフト（バージョン1.00、 
以後旧 FOMA PC 設定ソフトと呼びます。）がインス I ルさ 
れている場合は、本 「FOMA PC 設定ソフト」（バージョン 
2.00) のインス I ルを行う前にアンインス I ルしてくだ 
さい。パージョン情報の確認については P .405 参照。 


FOMA PC 設定ソフトをインス I >一 
ルする 

FOMA 端末をパソコンに接続してバケット通信や 
64K データ通信を行うには、通信に関するさまざま 
な設定が必要です。 

FOMA PC 設定ソフトを使うと、簡単な操作でダイ 
ヤルアップ、 W-TCP や接続先 （APN) の設定ができ 
ます。 

• Windows ® XP 、 Windows ® 2000 Professional で 「FOMA 
PC 設定ソフト」のインストールを行う場合は、必ず 
Administrator 権限またはパソコンの管理者権限を持ったユー 
ザーで行ってください。それ以^•のユーザーが行うとエラーにな 
ります。パソコンの Administrator 権限または管理者権限の設定 
については、各パソコンメーカー、マイクロソフト社にお問い合 
わせ < ださい。 


FOMA PC 設定ソフトによる通信の設定 
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内容をご確認の上、契約内容にご同意いた 
だける場合は、「はい」をクリックする 


「FOMA PC 設定ソフト」をインス!-ールする前に、 
FOMA 端末が FOMA USB 接続ケーブル（別売）に 
より、ご利用のパソコンに接続され、パソコンのデバ 
イス上に P901iTV 通信設定ファイル （P.402 参照） 
が正しく登録されている必要があります。 （P.401 参 
照） 


「次へ」をクリックする 

セットアップを始める前に、現在稼働中の他のプ□グラムが 
ないことをご確認ください。ご使用中のプ□グラムがあった 
場合は、「キャンセル」をクリックして、ご使用中のプ□グ 
ラムを保存終了させたあとインス I ルを再開してくださ 
い0 

•「旧 W - TCP 設定ソフト」、「旧 APN 設定ソフト」および 
「旧 FOMA PC 設定ソフト」がインス I ルされている場 
合の警告画面が出た場合は P .405 参照。 


※必要メモリおよび八ードディスクの空き容量はシステム環境に 
よって異なることがあります。 


FOMA PC 設定ソフトは以下の動作環境でご利用く 
ださい。 


ここでは Windows® XP にインスIルするときの 
画面を掲載しています。お使いのパソコンにより画面 
の表示が多少異なります。 

添付の 「FOMA P 901 iTV 用 CD-ROMJ 
をパソコンにセットする 

FOMA PC 設定ソフトをインストールするには 

「FOMA PC 設定ソフト」をクリックする 

CD - ROM が自動再生されない場合は、マイコンピュータ等 
で CD - ROM を参照して、 「 FOMA _ PCSET 」 フォルダ内に 
ある 「 SETUP . EXE 」 をダブルクリックしてください。 

• FOMA PC 設定ソフトのインス I ル中にこの画面が表示 
された場合は、「閉じる」をクリックします。 



項目 

説明 

パソコン本体 

PC - AT 互換機 

FOMA USB 接続ケーブル（別売）を使用する場合： 
USB ポート (Universal Serial Bus 
Specification Rev 1.1 準拠） 

0 S 

Microsoft ® Windows ® 98、 Windows ® 

98 SE 、 Windows ® Me 、 Windows ® 2000 
Professional 、 Windows ® XP (各日本語版） 

必要メモリ 

Microsoft ® Windows ® 98、 Windows ® 

98 SE 、 Windows ® Me 、 Windows ® 2000 
Professional : 64 M パイト以上※ 

Windows ® XP : 128 M パイト以上※ 

八ードディスク 
容量 

5 M パイト以上の空き容量& 


■ FOMA 端末をはじめてパソコンに接続すると 

下のよろなウィザードが開始されます。 

FOMA データ通信を利用するには、ご利用のパソコン側に、 
FOMA 端末が「通信デパイス」として登録されている必要があ 
ります。 

P 901 iTV 通信設定ファイルのインス I ルについては P .399 
〜 P .402 参照。 



こ•ザ-ドで.は、 f =0 inismtiV 7 トウンスト-ル u * す 
FOMA P901iTV 

4も微合 W 入温で抛フロ，トデイ 


ィンスト-ル方法 sai んで慨、 

〇リフトウ I ア拍績こインストルす5 (推奨 

® E . 置漏 S 置®®® 5 C 


I、ら.インスト-ル打_:1'細’: 1 な: 1 
続行する(尨、じ欠へ]初リックしてく微、 




• Windows ® 98および Windows ® Me では、 FOMA 端末が 
COM 1〜9以外の番号で認識されている場合は、 APN 設定の 
際、 APN 情報の取得 • 書き込みができません。 


FOMA PC 設定ソフトインス I ^ール時 
の注意 


FOMA PC 設定ソフトをインス I ル 
する 


し〇八ード Oi ア©技出〇イサード 


FOMA 端末がパソコンに正しく認識されてい 
るかご確認ください 


動作環境をご確認ください 


夕通信 


FOMA PC 設定ソフトをインスト—ルする 
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セットアップタイプを選択する 

セットアップ後、タスクトレイに 「 W - TCP 設定」を常駐さ 
せるかどうか選択できます。 「 W - TCP 設定」がタスクトレ 
イにあれば、 「 W - TCP 通信」の設定•解除が簡単に操作で 
きます。特に問題がなければ、「タスクトレイに常駐する」 
にチェックを付けたまま、「次へ」をクリックしてインス 
I -ールを続けてください。 

•「タスクトレイに常駐する」のチェックを外して設定した 
場合でも FOMA PC 設定ソフトの「メニュー 」— 「W 
- TCP 設定をタスクトレイに常駐させる」を選択すること 
により設定の変更が可能です。 

セ，トァ， r Mr \ 

二-;〇：最も通したセットァッ r タイ作逞択してください。 


W-TCP 設定を柳トレイに常駐させま彻 


[] タスクトレイに常駐 f る 


[く mm いへ妙〉 


デスクトップの右下（通常）のタスク 
トレイに表示されます。 


インストール先を確認して、「次へ」をク 
■ J ックする 

変更する場合は、「参照」をクリックして、任意のインス 
I ル先を指定して「次へ」をクリックしてください。 

(八ー ドディスクスペースの問題などで、異なったドライブ 
にもインス I ルできますが、通常はそのままお進みくださ 
い。) 

インス！一*•先® S 択 

77ィルをィンストルす5フ*ル麵択す。 


toHWIi、FOMA PC 設定10卜紂ンス I - ルします。 

こ_げへ(0インスト WJ 、 D 欠へ肺蝴ゥ⑽す。 

gil ® フォ W '' M ンス HI ■す[参照]ホ'め砂してフ诎作通折してく妓 U 


C:¥Proeram FilesVFOMA PC 


[ く 戻 S ®> [ TKTNfc I I 私ン fe ) レ ] 


プログラムフォルダのフォルダ名を確認し 
て、「次へ」をクリックする 

変更する場合は、新規フォルダ名を入力して、「次へ」をク 
リックしてください。 

フ 4 n グラムフォルデ©逶択 

九ケ'ラム7ォル作遼択してくださ U 

フ W ラムフォ卿: 




「完了」をクリックする 

セツトアップが完了すると 、 「FCMA PC 設定ソフト」の操 
作画面が起動します。 


■FOMA PC 設定ソフトインス I -ール時の画面表示 

昍 W - TCP 設定ソフト」がインストールされている場合 

警告画面が表示されます。 

「アプリケーションの追加と削除」から旧ノ（ージョンの W-TCP 
環境設定ソフトをアンインス I ルしてください。 

「旧 FOMA データ通信設定ソフト」がインストールされている 
場合 

警告画面が表示されます。 

「アプリケーションの追加と削除」から旧パージョンの 「FOMA 
データ通信設定ソフト」をアンインス I ルしてください。 

「旧 FOMA PC 設定ソフト」がインス I -ールされている場合 

警告画面が表示されます。 

「アプリケーションの追加と削除」から「旧 FOMA PC 設定ソフ 
卜」をアンインストールしてください。 

インストール途中で「キャンセル」をクリックした場合 

セットアップの途中で「キャンセル」や「いいえ」をクリック 
した場合、確認画面が表示されます。インス!-ールを継続する 
場合は「いいえ」を、意図的に中止する場合は「はい」をク 
リックし、「完了」をクリックしてください。 


■FOMA PC 設定ソフトのパージョン情報の確認について 


W-TCP|§ 定的ス外1/化常駐させる (B? _ 
ヘ膚 1 

FOMA PC 設定ソフト Version 200 | OK | 

通信設定⑤… 

アフか>| 了 QP 

Copyright (C) NTT DoCoMo, be . 2005 

使用許■若契約眷 

:かんたん設定 J 

画酬: 

P 麟ま應 ㈣ ?礎藤 縱てし 

接篇先 wm 飽 j 驗為; 


FOMA PC 設定ソフトの「メニュー」—「パージョン情報」を 
選択します。 

FOMA PC 設定ソフトのパージョン情報が表示されます。 


デ—夕通信 


FOMA PC 設定ソフトをインスト—ルする 
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通信の設定を行う 


バケツト通信や 64K データ通信に関するさまざまな 
設定をします。 

簡単に設定できる「オート設定」とパソコンの知識が 
必要な「マニュアル設定」があります。 

設定の前に FOMA 端末がバソコンに接続されている 
かご確認ください。 

「スタート J ► 「すべてのプログラム J 
►「FOMA PC 設定ソフト J 

「FOMA PC 設定ソフト」を開く 

〈 Windows ® 2000 Professional 、 Windows ® 98、 
Windows ® Me の場合〉 

「スタート」—「プ□グラム 」— 「FOMA PC 設定ソフト」 

- 「FOMA PC 設定ソフト」を開く 

この設定ソフトでは、お客様の選択した「接続方法」および 
「接続プ□パイダ」の情報に従い、表示される設問に対する 
選択 • 入力を進めていくと、簡単に F 0 MA 用ダイヤルアツ 
プを作成できます。 

-「かんたん設定」からバケツト通信を設定する場合は 
P .406 参照。 

• 「かんたん設定」から 64 K データ通信を設定する場合は 
P .409 参照。 

- 「 W - TCP 設定」を設定する場合は P .4 12参照。 

• 「接続先 ( APN ) 設定」をする場合は P .4 13参照。 



通信ポート指定について 

FOMA PC 設定ソフトの「メニュー」 

► 「通信設定」を選択する 

• 自動設定（推奨） 

自動的に接続されている F 0 MA 端末を指定します。 

通常は自動設定をお選びください。 

• CCM ポート指定 

COM ポート番号を指定したい場合に、ご利用の F 0 MA 5 器 
末が接続されている COM ポート番号を指定します。 

(COM 1〜 99) 

• Windows ® 98および Windows ® Me では 、 COM 1〜9以 
外の番号で認識されている場合は、 APN 設定の際 、 APN 
情報の取得 • 書き込みができません。 

• CCM ポート番号の確認方法については P .41 5参照。 



「 ok 」 をクリックする 

設定が適用されます。 


かんたん設定からバケツト通信を選択 
する 


「mopera U」 または 「mopera」 を接続先 
として利用する場合 


パケット通信は、通信時間や距離に関係なく送受信さ 
れたデータ量に応じて料金が計算される通信方式で 
す0 (受信最大 384kbps、 送信最大 64kbps) 

ドコモのインターネット接続サービス rmopera UJ 
/ rmopera」 をご利用いただけます。 rmopera U」 
をご利用いただく場合は、お申し込みが必要（有料） 
となります。 rmopera」 をご利用いただく場合は、 
お申し込み不要、月額使用料無料です。 

「かんたん設定」をクリックする 



「バケット通信」を選択して、 r 次へ」をク 
■ j ックする 

「バケット通信」にチェックが付いていることを確認して、 
「次へ」をクリックしてください。 


通信の設定を行ぅ 
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「『mopera U 』 への接続」または 
rrmoperaj への接続」を選択して、「次 
へ」をクリックする 

mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 mopera 』 への 
接続」を選択します。 

「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契約がお済 
みかど5かの確認画面が表示されます。ご契約がお済みの場 
合、「はい」をクリックします。 

•「 moperaU 」 または 「 mopera 」 以外のプ□バイダをご 
利用の場合は P .407 参照。 

4 roKj をクリックする 

•パソコンに接続された FOMA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 

接続名を入力して、「次へ」をクリックする 

現在作成している接続の名前を自由に設定できます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

•半角の「¥」「/」「：」「*」「？」「！」「く」「>」「|」 
「"」は入力できません。 



g 「次へ」をクリックする 

接続先が 「 moperaU 」 または 「 mopera 」 の場合は、ユー 
ザ_名 • パスワードについては空欄でも構いません。 

• Windows ® XP および Windows ® 2000 Professional の 
場合は、 ユーザーの 選択を任意に行ってください。 
Windows ® 98および Windows ® Me の 場合は、使用可能 
ユーザーの 選択は表示されません。 

「最適化を行う」を選択して、「次へ」をク 
■ J ックする 

「最適化を行う」にチェックが付いていることを確認して、 
「次へ」をクリックします。 

•すでに最適化されている場合、最適化を行5ための確認画 
面は表示されません。 

設定情報の確認をして、「完了」をクリック 
する 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカツトが作成されます。 


「 ok 」 をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プの シヨー トカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。 （ P .41 0参 
照）接続確認後、インターネットブラウザやメールブラウザ 
を起動して通信できます。 

•「最適化」を有効にするためには、パソコンを再起動する 
必要があります。 


バケツト通信は、通信時間や距離に関係なく送受信さ 
れたデータ量に応じて料金が計算される通信方式で 
す 0 (受信最大 384 kbps 、 送信最大 64 kbps ) 
ここでは 「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外のプ 
□バイダを利用します。 「 mopera 」 以外のプ□バイ 
ダを利用する場合は、別途契約申し込み等が必要とな 
る場合があります。 

「かんたん設定」をクリックする 


「■オート設定(推奨）- 

かん ft ん3定 



4 


「バケット通信」を選択して、 r 次へ」をク 
■ j ックする 

「バケット通信」にチェックが付いていることを確認して、 
「次へ」をクリックしてください。 

「その他」を選択して、「次へ」をクリック 
する 

「その他」にチェックが付いていることを確認して、「次へ」 
をクリックしてください。 

「 ok 」 をクリックする 

•パソコンに接続された F 0 MA 端末から接続先 （ APN ) 設 
定を取得します。しばらくお待ちください。 



rmopera UJ または 「 mopera 」 以外の 
プ□バイダを接続先として利用する場合 


F 0 MA 


通信の設定を行ぅ 


繳ぺ=ジ1つづ《 407 































接続名を入力する 

現在作成している接続の名前を自由に設定できます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

•半角の「¥」「/」「：」「*」「？」「！」「く」「>」「|」 
「”」は入力できません。 

•「接続先 （ APN ) の選択」欄には標準で 「 mopera . ne . jp 」 
が設定されていますが、「接続先 （ APN ) 設定」画面に進 
んでください。 



「接続先 （ APN ) 設定」をクリックする 

お買い上げ時、番号 ( cid ) 1には 「 mopera . ne . jp 」 が、番 
号 ( cid ) 3には 「 mopera . net 」 が設定されています。「追 
カロ」をクリックして、「接続先 （ APN ) の追加」画面で、 
F 0 MA パケット通信に対応した接続先名 （ APN ) を正しく 
入力して、 「0 K 」 をクリックします。 

*プ□バイダの接続先 （ APN ) については、各プ□バイダ 
にお問い合わせください。 

•新たに設定した接続先 （ APN ) を選択して、よろしけれ 
ば rOKJ をクリックしてください。「バケツト通信設定」 
の画面に戻ります。 



接続先 (APN): |1 こ] 

番号 (cid>: |2~ 

0K | キャン t ル I 


「詳細情報の設定」をクリックする 

「 IP アドレス」 • 「ネームサーパー」の設定画面が表示されま 
す。ご加入のプ□パイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力が必要な場合は、入力指示情報をもとに、 
各種アドレスを設定して rOKJ をクリックします。 

g 「次へ」をクリックする 


0 ユーザー名 • パスワードを設定して、「次 
へ」をクリックする 

ユーザ _名 • パ スワー ドの設定は、 インター ネッ トサービス 
プ□パイダから提供された各種情報を、大文字 • 小文字など 
に注意し、正確に入力してください。 

• Windows ® XP および Windows ® 2000 Professional の 
場合は、ユーザーの選択を任意に行ってください。 
Windows ® 98および Windows ® Me の場合は、使用可能 
ユ_ザ_の選択は表示されません。 



Windows ® XP • Windows ® 2000 Professional の場合 

ユーザー名•パスワード設定 

アカウントをお持ちの方は入力 trTav 
〇?持ちでな〇埔合は入力不要です。〉 

ュ-ザ-名： p 
パスワード： | 

17パスワードを保存する 


く戻る@ 次へ妙> I キゃンセルI 


Windows ® 98 • Windows ® Me の場合 

「最適化を行う」を選択して、 r 次へ」をク 
■ j ックする 

「最適化を行う」にチェックが付いていることを確認して、 
「次へ」をクリックします。 

•すでに最適化されている場合、最適化を行ろための確認画 
面は表示されません。 

設定情報の確認をして、「完了」をクリック 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 

• 「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカットが作成されます。 

「 ok 」 をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プの シヨー トカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。 （ P .41 0参 
照）接続確認後、インターネットブラウザやメールブラウザ 
を起動して通信できます。 

•「最適化」を有効にするためには、パソコンを再起動する 
必要があります。 
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かんたん設定か 564 K データ通信を選 
択する 


「mopera U」 または 「mopera」 を接続先 
として利用する場合 


64K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64kbps) 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U」 
/ 「mopera」 をご利用いただけます。 「mopera U」 
をご利用いただく場合は、お申し込みが必要（有料） 
となります。 rmoperaj をご利用いただく場合は、 
お申し込み不要、月額使用料無料です。 

「かんたん設定」をクリックする 
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「64 K データ通信」を選択して、「次へ」を 
ク 1 J ックする 

「64 K データ通信」にチェックが付いていることを確認し 
て、「次へ」をクリックしてください。 

rrmopera UJ への接続」または 
「『 mopera 』 への接続」を選択して、「次 
へ」をクリックする 

mopera U を利用する場合は 「『mopera U 』 への接続」を 
選択します。 mopera を利用する場合は 「『 mopera 』 への 
接続」を選択します。 

「『mopera U 』 への接続」を選択した場合は、ご契約がお済 
みかどろかの確認画面が表示されます。ご契約がお済みの場 
合、「はい」をクリックします。 

•「 moperaU 」 または 「 mopera 」 以外のプ□バイダをご 
利用の場合は P .409 参照。 

接続名を入力して、「次へ」をクリックする 

現在作成している接続の名前を自由に設定できます。わかり 
やすい名前を「接続名」欄にご入力ください。 

また、「モデムの選択」欄で、 F 0 MAP 901 iTV が表示され 
ていることをご確認ください。 

•半角の「¥」「/」「：」「*」「？」「！」「く」「>」「|」 
「”」は入力できません。 


「64K デ-夕通信設定 
接続名： 

モデム®逞択： IFOMA P901iTV 


|FOMA| 


^1 


F 発信者番号通知を行う 

U 及 U、m 叩が a 接続で‘は発信者番号通知が必要で•す。 


「次へ」をクリックする 

接続先が 「mopera U 」 または 「 mopera 」 の場合は、ユー 
ザ_名 • パスワードについては空欄でも構いません。 

• Windows ® XP および Windows ® 2000 Professional の 
場合は、ユーザーの選択を任意に行ってください。 
Windows ® 98および Windows ® Me の場合は、使用可能 
ユーザーの選択は表示されません。 

設定情報の確認をして、「完了」をクリック 
する 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 
•「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカットが作成されます。 

「 ok 」 をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プの シヨー トカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。 （ P .41 0 参 
照）接続確認後、インターネットブラウザやメールブラウザ 
を起動して通信できます。 


「mopera UJ または 「mopera」 以外の 
プ□バイダを接続先として利用する場合 


64K データ通信は接続した時間量に応じて料金が計 
算される通信方式です。（通信速度最大 64kbps) 
rmoperaj 以外のプ□バイダを利用する場合は、別 
途契約申し込み等が必要となる場合があります。 

「かんたん設定」をクリックする 




「64 K データ通信」を選択して、「次へ」を 
ク 1 J ックする 

「64 K データ通信」にチェックが付いていることを確認し 
て、「次へ」をクリックしてください。 

「その他」を選択して、「次へ』をクリック 
する 

「その他」にチェックが付いていることを確認して、「次へ」 
をクリックしてください。 


通信の設定を行ぅ 


«ぺ=ジ I こつづく 
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ダイヤルアップ情報を入力する 

rmopera UJ または 「 mopera 」 以外の ISDN 同期 64 K 対 
応プ□バイダに接続する場合は、ダイヤルアップ作成時に、 

① 接続名の入力（任意） 

② モデムの選択 (FOMA P 901 iTV ) 

③ プ□パイダ接続の電話番号 
をそれぞれに登録します。 

プ□ノ （ イダ情報を元に正しく入力してください。 

•「接続名」欄に半角の「¥」「/」「：」「*」「？」「！」 
「<」「>」「 I 」「’」は入力できません。 



「詳細情報の設定」をクリックする 

「 IP アドレス」 • 「ネームサーパー」の設定画面が表示されま 
す。ご加入のプ□パイダや、社内 LAN などのダイヤルアッ 
プ情報として入力が必要な場合は、入力指示情報をもとに、 
各種アドレスを設定して rOKJ をクリックします。 

「次へ」をクリックする 



Windows ® 98 • Windows ® Me の場合 

設定情報の確認をして、「完了」をクリック 
する 

設定された内容が一覧で表示されます。設定内容に誤りのな 
いことを確認して、「完了」をクリックしてください。 

•設定内容を変更する場合は、「戻る」をクリックします。 

• 「デスクトップにダイヤルアップのシヨートカットを作成 
する」にチェックが付いていれば、デスクトップにシヨー 
トカットが作成されます。 

g 「 ok 」 をクリックする 

設定が完了しました。 

デスクトップに自動作成されたダイヤルアッ 
プのシヨートカットアイコンを開くと、通信 
接続を開始するための接続画面が表示されます。 （ P .41 0参 
照）接続確認後、インターネットブラウザやメールブラウザ 
を起動して通信できます。 



7 ユーザー名 • パスワードを設定して、「次 
へ」をクリックする 

ユ _ ザ _ 名 • パスワ _ ドの設定は、インタ _ ネットサ _ ビス 
プ□パイダから提供された各種情報を、大文字 • 小文字など 
に注意し、正確に入力してください。 

• Windows ® XP および Windows ® 2000 Professional の 
場合は、ユーザーの選択を任意に行ってください。 
Windows ® 98および Windows ® Me の場合は、使用可能 
ユーザーの選択は表示されません。 



Windows ® XP - Windows ® 2000 Professional の場合 



設定した通信を実行する 


ここでは Windows® XP を例にしてダイヤルアップ 
接続を説明します。 P.398 の手順に従って、 FOMA 
端末とバソコンを接続します。 

デスクトップの接続アイコンをダ 
プルクリックする 

通信設定で作成された F 0 MA 接続のショ_卜 
カットアイコンを開くと、通信接続を開始す 
るための接続画面が表示されます。 

•シヨートカツトアイコンがない場合は以下の操作でアイコ 
ンを表します。 



く Windows ® XP > 

「スタート」—「すべてのプ□グラム」—「アクセサリ」 
-「通信」-「ネットワーク接続」 


く Windows ® 2000 Professional 〉 

「スタート」—「プ□グラム」—「アクセサリ」—「通信」 
—「ネットワークとダイヤルアップ接続」 

〈 Windows ® 98、 Windows ® Me > 

「スタート」—「プ□グラム」 — 「アクセサリ」 — 「通信」 
—「ダイヤルアップネットワーク」 
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「ユーザー名」、「パスワード」を入力し、 
「ダイヤル」をクリックする 

•「 moperaU 」 または 「 mopera 」 の場合は「ユーザー 
名」、「パスワード」については空欄でも構いません。 

• 「次のユーザーが接続するとき使用するために、このユー 
ザー名とノ {スワー ドを保存する」にチェックを付けると、 
このユーザーもしくはすべてのユーザーは次回から入力す 
る必要がなくなります。 




□ 次のユゴトが接続するとき使用するため(こ、この: L- ザ'■名とパスワード 

• この ユーザーの み的〉 
c ® ェ/ピュ-效ぺて <01- ザー⑻ 


ダイヤル® |186*99***3# 


タイVルぬ）]Iキャンヒル I [ ブ□パティ©) j Iヘルブ <H) 




タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをク 1 J ック 
して、接続されたことを確認する 

•ブラウザ ソフ トを起動してホームページを閲覧したり、電 
子メールなどを利用できます。 


全胺 [ piTl _ 


招続 
状態： 


接続 

椎続時間: 


00:07:24 

速度： 


460.8 Kbps 

針作：! 士、 


雜-羝- 

一 受信 

バ仆 

150.172 

273.112 

圧描 
エラ' 

0 % | 

0% 


P 口命ィ㈣丨 切哪 I 


I PJbs < c )] 


• ダイヤルアツプ設定を行った FOMA 端末でダイヤルアツプ接続 
を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場合は、再 
度、通信設定ファイルのインス I ルが必要になることがあり 
ます。 

•通信中は FOMA 端末の消費電力が大きくなります。 

•バケツト通信中は、 FOMA 端末に通信状態が表示されます。 


J き ;; i 1_ 


「 v 」（通信中 
「&」（通信中 
「|~」（通信中 
「中」（発信中 
「，」（着信中 


データ送信中） 
データ受信中） 
データ送受信なし） 
または切断中） 
または切断中） 


• 64 K データ通信中は、 FOMA 端末に「卜」が表示されます。 


切断のしかた 


タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをク 1 J ック 
する 

「切断」をクリックする 






•ブラウザソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合があります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断してください。 

* バソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合があります。 


FOMA PC 設定ソフトをアンインス 
卜ールする 

アンインストールを実行する前に 

「FOMA PC 設定ソフト」をアンインストールする前 
に、 FOMA 用に変更された内容を元に戻す必要があ 
ります。 

rw - Tcp 設定ソフト」をタスクトレイに常 
駐させないようにする 

ウィンドウ右下タスクトレイの 
「 W - TCP 設定ソフト」を右クリツ 
クして、「常駐させない」を選択し 
ます。 


W-TCP 設定... 



I 左クリック 


芾註させない 


終了 


デ—夕通信 


FOMA PC 設定ソフトをアンインスト—ルする 


«ぺ=ジ I こつづく 
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起動中のプログラムを終了する 

「FOMA PC 設定ソフト」や 「 W - TCP 設定ソフト」が起動中 
にアンインストールを実行しようとすると、下のような画面 
が表示されます。アンインス!ルプ□グラムを中断し、そ 
れそれのプ□グラムを終了させてください。 



アンインストールをする 

ここでは Windows ® XP でアンインス I ルすると 
きの画面を掲載しています。お使いのパソコンにより 
画面の表示が異なります。 

• Windows ® XP 、 Windows ® 2000 Professional で 「FOMA 
PC 設定ソフト」のアンインストールを行う場合は、必ず 
Administrator 権限またはバソコンの管理者権限を持ったユー 
ザーで行ってください。それ以外のユーザーでアンインストール 
を行うとエラーとなります。パソコンの管理者権限の設定につい 
ては、各パソコンメーカー、マイクロソフト社にお問い合わせく 
ださい。 

「スタート J ► 「コントロールパネル」 
「プログラムの追加と削除」を開く 

く Windows ® 2000 Professional 、 Windows ® 98、 
Windows ® Me > 

「スタート」—「設定」—「コント□—ルパネル」—「アブ 

リケーシヨンの追加と削除」 

rNTT DoCoMo FOMA PC 設定ソフト」 
を選択して、「変更と削除」をクリックする 

• Windows ® 2000 Professional では「変更/削除」と表 
示されます。 

• Windows ® 98 • Windows ® Me では「追力□と削除」と表 
示されます。 



削除するプログラム名を確認して、「はい」 
をク 1 J ックする 

アンインス I ルが実行されプ□グラムが削除されます。 


「 ok 」 をクリックする 

「FOMA PC 設定ソフト」のアンインス I ルが終了します。 


■rw-Tcp 最適化」を解除するには 

W - TCP が最適化されている場合は、下の画面が出ます。最適化 
を解除する場合は「はい」をクリックしてください。 



設定を有効にするために、「はい、今すぐコンピュータを再起動 
します。」を選択して、「完了」をクリックしてください。 



W - TCP 設定 
W - TCP ソフトの役割 

「 W - TCP 設定ソフト」は FOMA ネットワークでパ 
ケット通信を行う際に、 TCP / IP の伝送能力を最適化 
するための 「 TCP パラメータ設定」ツールです。 
FOMA 端末の通信性能を最大限に活用する前に、こ 
のソフトウェアによる通信設定の最適化が必要です。 
「かんたん設定」で「最適化を行う」にチェックを入 
れてダイヤルアップを作成した場合、ここでは最適化 
を行う必要はありません。 


最適化の設定と削除 


Windows ® XP の場合 


Windows ® XP の場合はダイヤルアップごとに最適 
化設定が可能です。 

1 < 「FOMA PC 設定ソフト」から操作する場合> 

FOMA PC 設定ソフトを起動して、 


「マニュアル設定」の 「 W - TCP 設定」を 


ク U ツクする 


抑 3 ン内の 

接_赚定：鎰總爵”際に必要な接続先⑽)の 
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最適化 FOMA 
部最適化 moperal 
最適化 ドコモワールド 

邦最適化会社用 
最適化自宅用 


実行 J 和ンセル J 

システム設定 j ※「〇!^パケット通信用に設定したバソコン内の設定视除します。 


<タスクトレイから操作する場合> 

タスクトレイの rw - Tcp アイコン」を 
クリックして、プログラムを起動する 

左クリック 

<システム設定が最適化されていない場合> 

「最適化を行う」をクリックする 

最適化するダイヤルアップを選択し、「実行」をクリックす 
ると、システム設定、ダイヤルアップ設定それぞれの最適化 
が実行されます。 

<システム設定が最適化されている場合> 

内容の変更などがある場合は設定を行ってください。 

<最適化を解除する場合> 

「システム設定」 r 最適化を解除する」を 

ク 1 j ックする 

FOMA 端末以外での通信などの理由で設定を解除する場合 
に、最適化を解除してください。 


roKj をクリックする 
4 「はい」をク 1 j ックする 

設定を有効にするために、パソコンを再起動します。 


< 「FOMA PC 設定ソフト」から操作する場合> 

FOMA PC 設定ソフトを起動して、 
「マニュアル設定」の 「 W - TCP 設定」を 
ク 1 J ックする 

「■マニュアル 設定一 


__^定」論顧 r るため、パ、ノコン咖 
職 (AW 證定 j 盤■等行う際に必要な接続先⑽〉の 


<タスクトレイから操作する場合> 

タスクトレイの rw-Tcp アイコン」をク 
リックして、プログラムを起動する 





17：20 


<最適化されていない場合> 

「最適化を行う」をクリックする 

<最適化されている場合> 

「最適化を解除する」をクリックする 

FOMA 端末以外での通信などの理由で設定を解除する場合 
に、最適化を解除してください。 

「 ok 」 をク ij ックする 
4 「はい」をクリックする 

設定を有効にするために、パソコンを再起動します。 


接続先 （ APN ) の設定 

パケット通信を行う場合の接続先 （ APN ) の設定を 
します。 

FOMA バケット通信の接続先には、 64 K データ通信 
と異なり通常の電話番号は使用しません。あらかじめ 
接続先毎に、 FOMA 端末に APN (Access Point 
Name ) と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番 
号 ( cid ) を接続先電話番号欄に指定して接続しま 
す0 

cid (Context Identifier ) とはパケット通信の接続 
先 （ APN ) を FOMA 端末に登録する番号のことで 
す。 （ P .417 参照） 

FOMA PC 設定ソフトを起動して、「マ 
ニュアル設定」の「接続先 （ APN ) 設定」 
をク 1 J ツクする 


「■マニュアル設定一 


办コン咖 

接篇先⑽雕廬璲總復う際に必要な接続先 WN 〉© 


「 ok 」 をクリックする 

rOKJ をクリックすると、接続された FOMA 端末に自動ア 
クセスし、登録されている「接続先 （ APN ) 設定」を読み 
込みます。また、設定情報は手順3でメニューの「フアイ 
ル」— 「 FOMA 端末から設定を取得」からも読み込めます。 


最適化変更現在 ダイヤルアップ名 モデム名 


[ foma ; 、♦ケット通信用のダイヤルアップ捕尺してください。 


Windows® 2000 Professional/ 
Windows® 98/Windows® Me の場合 


W-TCP 設定 (5 イヤルア 9 ブ〉 


籾 

るるるる10 


iTVliTVliTViTVw 

9 9 9 9 9 
PPPPP 
A A A A A 
M MMM M 


接続先 ( APN ) の設定 
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接続先 （ APN ) の設定をする 

• FCMA 端末が接続されていない場合、この画面は表示され 
ません。 



接続先 （ APN ) の追加_編集 • 削除 

•接続先 （ APN ) の追加をする場合は「追加」をクリック 
してください。 

• 登録済みの接続先 （ APN ) を編集（修正）する場合は 
「編集」をクリックします。 

•登録済みの接続先 （ APN ) を削除したい場合は、対象の 
接続先 （ APN ) を選択して「削除」をクリックしてくだ 
さい。 

※ 「 cidl 」 と 「 cid 3」 に登録されている接続先 （ APN ) 
は削除できません。 （「 cid 3」 を選択して「削除」をク 
リックしても、実際には削除されず、 「 mopera . net 」 

に戻ります。） 

ファイルへの保存 

メニューの「ファイル」—「上書き保存」/「名前を付けて 
保存」からの操作で、 F 0 MA 端末に登録された接続先 
( APN ) 設定のパックアップを取ったり、編集中の接続先 
( APN ) 設定を保存したりできます。 

ファイルからの読み込み 

メニューの「ファイル」—「開く」からの操作で、パソコン 
に保存されている接続先 （ APN ) 設定を読み込めます。 

FOMA 端末からの接続先 （ APN ) 情報の読み込 
み 

「 FOMA 端末から設定を取得」をクリックすると、接続先 
( APN ) 設定を FOMA 端末から読み込めます。 

FOMA 端末への接続先 （ APN ) 情報の書き込み 

「 FOMA 端末へ設定を書き込む」をクリックすると、表示さ 
れている接続先 （ APN ) 設定を FOMA 端末に書き込めます。 
ダイヤルアップ作成機能 
接続先 （ APN ) 設定画面上で追加 • 編集された接続先 
( APN ) を選択し、「ダイヤルアップ作成」をクリックする 
と、バケット通信ダイヤルアップが作成できます 。 FOMA 
端末設定書き込み確認画面が表示されますので、「はい」を 
クリックします。書き込み終了後、「パケット通信ダイヤル 
アップ作成画面」が表示されます。 

任意の接続先名を入力し、「アカウント • パスワードの設定」 
をクリックしてください 。 (mopera U または mopera の場 
合は空欄でも構いません。） 

ユーザー名とパスワードを入力し （ Windows ® XP - 
Windows ® 2000 Professional の場合は使用可能ユー 
サー の選択をして） 「0 K 」 をクリックしてください。 

ご利用のインターネットサービスプ□パイダより、 IP およ 
び DNS 情報の設定が指示されている場合、「詳細情報の設 
定」をクリックし、必要な情報を登録後、 rOKJ をクリッ 
クしてください。 

設定入力が完了したら、 「0 K 」 をクリックしてください。 
ダイヤルアップが作成されます。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 を利用する場合は P .406 
参照。 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外のプ□バイダを利用 
する場合は P .407 参照。 


•接続先 （ APN ) は、 F 0 MA 端末に登録される情報であるため、 
異なる F 0 MA 端末を接続する場合は、再度 F 0 MA 端末に接続 
先 （ APN ) を登録する必要があります。 

•パソコン側の接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 
番号に同一接続先 （ APN ) を F 0 MA 端末に登録してください。 


ダイヤルアップネットワークの設定を 
する 

バケット通信の設定をする 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、バケット通信 
の接続を設定する方法について説明します。 

バケット通信では、パソコンからさまざまな設定を行 
う場合に AT コマンドを使用します。設定を行うため 
には、 AT コマンドを入力するための通信ソフトが必 
要です。ここでは、 Windows ® 標準添付の「ハイ 
パーターミナル」を使って説明します。 

ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 
または 「 mopera 」 をご利用になる場合は、接続先 
( APN ) の設定 （ P .416 参照）は不要です。 

発信者番号通知/非通知の設定 （ P .418 参照）は必 
要に応じて行います 。 （「mopera U 」 または 
「 mopera 」 をご利用の場合は、「通知」に設定する必 
要があります。） 

く AT コマンドによるバケット通信設定の流れ〉 



ダイヤルアップネットワ—クの設定をする 
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COM ポート番号を確認する 

手動で通信設定を行う場合、 P 901 iTV 通信設定ファ 
イルのインス!-ール後に組み込まれた 「FOMA 
P 901 iTV 」 （モデム）に割り当てられた COM ポート 
番号を指定する必要があります。確認方法はご利用に 
なるバソコンの 0 S によつて異なります。 

• ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 または 
rmoperaj をご利用になる場合、接続先 （ APN ) の設定が不要 
なため、モデムの確認をする必要はありません。 


Windows® XP の場合 


「スタート J ► 「コントロールパネル」を開く 

「コントロールパネル」の「プリンタとその 
他の八ードウエア」から「電話とモデムの 
オプション」を開< 

「所在地情報」の画面が表示された場合は、 
「市外局番/エリアコード」を入力して、 
roKj をクリックする 

「モデム」タブを開き 、 「FOMA 
P 901 ITVJ の「接続先」欄の COM ポー 
卜番号を確認して、 roKj をクリックする 

•確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .416 参照）で使用します。 

• プ□ノくティ画面に表示される内容および COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 



Windows® 2000 Professional の場合 


「スタート J ► 「設定」 

「コントロールパネル」を開く 

「コントロールパネル」の「電話とモデムの 
オプション」を開< 


「モデム」タブを開き 、 「FOMA 
P 901 ITVJ の「接続先」欄の COM ポー 
卜番号を確認して、 「 OKJ をクリックする 

* 確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .416 参照）で使用します。 

• プ□ノくティ画面に表示される内容および COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 

タイヤル情報モデム|詳細| 

次のモデムがインストルされていま言 ( m ): 



0 K | キャン也レ」 


Windows® 98 、 Windows® Me の場合 


「スタート J ► 「設定」 

「コントロールパネル」を開く 

「コントロールパネル」の「モデム」を開く 

•コント□—ルパネルに「モデム」が表示されない場合は、 
「すべてのコント□—ルノ くネルのオプシヨンを表示する」 

をクリックします。 

「FOMA P 901 iTVJ がセットアップされ 
ていることを確認して、「検出結果」タブを 
ク 1 J ツクする 



0K | キやンセル 


「所在地情報」の画面が表示された場合は、 
「市外局番」を入力して、 roKj をクリツ 
クする 


ダイヤルアップネットワ—クの設定をする 


«ぺ=ジ I こつづく 
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「FOMA P 901 iTVJ が設定されている 
COM ポート番号を確認して、 「 OKJ をク 
■ J ックする 

•確認した COM ポート番号は、接続先 （ APN ) の設定 
( P .416 参照）で使用します。 

• プ□ノ くティ画面に表示される内容および COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 



接続先 （ APN ) の設定をする 

バケット通信を行う場合の接続先 （ APN ) を設定し 
ます。接続先 （ APN ) は10個まで登録でき、1〜 

10の rcidj ( P .417 参照）という番号で管理されま 
す0 

「mopera U 」 または 「 mopera 」 をご利用になる場 
合は、接続先 （ APN ) の設定は不要です。 

ここでは接続先 （ APN ) が 「 XXX . abc 」 の場合を例 
として説明します。実際の APN はインターネット 
サービスプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問 
い合わせください。 

ここでの設定はダイヤルアップネットワークの設定 
( P .418 参照）での接続先番号となります。 


Windows® XP の例 


FOMA 端末と FOMA USB 接続ケープル 
(別売）を接続する 

FOMA 端末の電源を入れて、 FOMA 端末 
と接続した FOMA USB 接続ケープルをパ 
ソコンに接続する 

八イパーターミナルを起動する 

「スタート」—「すべてのプ□グラム」—「アクセサリ」— 
「通信」—「八イパ_夕_ミナル」を開きます。 

八イパーターミナル起動後に、「『既定の Telnet 』 プ□グラ 
ムにしますか？」と表示された場合、任意で設定します。設 
定内容につきましては、パソコンメーカーおよびマイク□ソ 
フトにご確認ください。 

• Windows ® 2000 Professional 、 Windows ® 98、 
Windows ® Me では、パソコンで「スタート」—「プ□グ 
ラム」—「アクセサリ」—「通信」—「八イパーターミナ 
ノレ」を開きます。 

• Windows ® 98では、「八イパーターミナル」を開いたあ 
と 「 Hvpertrm . exe 」 をダブルクリックします。 


「名前」の欄に任意の名前を入力して、 
「 ok 」 をクリックする 

ここでは例として 「 Sample 」 と入力します。 



接続方法を選択する 

< P .41 5で確認した COM ポート番号が選択で 
きる場合> 

「接続方法」で P .41 5で確認した COM ポート番号を選択し 
て「〇 K 」 をクリックします。 

このあと手順6へ進んでください。 

•ここでは例として「 COM 3」を選択します。 



C0M8 

TCP/IP (Winsock) 


ダイヤルアップネットワ—クの設定をする 
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< P .415 で確認した COM ポート番号が選択で 
きない場合> 

「キャンセル」をクリックして「接続の設定」画面を閉じ、 
次の操作を行ってください。 

(1) 「ファイル」メニュ ► 「プ□パティ」を選択します。 

(2) 「 Sample のプ□パティ」画面の「接続の設定」タブの 
「接続方法」の欄で 「FOMA P 901 iTV 」 を選択しま 
す。 

(3) 「国/地域番号と市外局番を使う」のチェックを外しま 
す。 

(4) rOKJ をクリックします。 

このあと手順7へ進んでください。 



COM ポート番号のプロパティが表示され 
るので、 「 ok 」 をクリックする 

• 手順5で COM ポート番号を選択した場合に表示されます。 

接続先 （ APN ) を設定する 

AT + CGDCONT 二 cid ," PPPV ’ APN " の形式で入力します。 
cid : 2もしくは4〜10までのうち任意の番号を入力しま 
す 。 

※すでに cid が設定してある場合は、設定が上書きされます 
ので注意してください。 

" APN " : APN を""で囲んで入力します。 

” PPP " についてはそのまま" PPP " と入力します。 

(例： cid の2香に XXX . abc という APN を設定する場合） 
AT + CGDC 0 NT =2," PPP "," XXX . abc " 

入力後0を押して、 0 K と表示されれば APN の設定は完了 
です。 

• 現在の APN 設定を確認したい場合は、 
「 AT + CGDCCNT ? S 」と入力します。 

APN 設定が一覧で表示されます。 （ P .417 参照） 



roKj と表示されることを確認する 


トタペナル_ S 回® 


ファイル©編集©表示⑻ imm ヘルブ ( u ) 

□ 这 1 iiiDS ^ 


AT+CGDC0NT=2 , "PPP" ,"XXX .abc" 

OK 

Q 「ファイル」メニュー ► 「八イバーターミ 
ナルの終了」を選択して、八イバーターミ 
ナルを終了する 

•「現在、接続されています。切断してもよろしいですか？」 
と表示されたときは、「はい」を選択してください。 

•「セツシヨン XXX を保存しますか？」と表示されますが、 
特に保存する必要はありません。 

•接続先 （ APN ) は、 FOMA 端末に登録される情報であるため、 
異なる FOMA 端末を接続する場合は、再度 FOMA 端末に接続 
先 （ APN ) を登録する必要があります。 

•パソコン側の接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、同一 cid 
番号に同一接続先 （ APN ) を FOMA 端末に登録してください。 
•入力した AT コマンドが表示されない場合は 「 ATE 131 J と入 
力してください。 


■cid (登録番号）について 

FOMA 端末には cid 1から cid 10までの登録番号があり、お買い 
上げ時、 cid 1には 「 mopera . ne . jp 」 が、 cid 3 には 
「 mopera . net 」 が接続先 （ APN ) として登録されています。 
「mopera U 」 または 「 mopera 」 以外に接続する場合は、 cid 2 
と cid 4 〜10のいずれかにプ□バイダまたはネットワーク管理者 
より指示される接続先 （ APN ) を設定する必要があります。 


お買い上げ時の cid 登録 


登録番号 （ cid ) 

接続先 （ APN ) 

1 

mopera . ne.jp ( mopera ) 

2 

未設定 

3 

mopera.net (mopera U ) 

4〜10 

未設定 


■ cid に登録した接続先 （ APN ) に接続するときの「電話番号」 
について 

「*99* * *< cid 番号>#」 

(例） cid 2 に登録した接続先 （ APN ) に接続する場合 
*99* * *2# 


■接続先 （ APN ) 設定のリセット/確認について 

接続先 （ APN ) 設定のリセット/確認も AT コマンドを使って行 
います。 

接続先 ( APN ) 設定のリセット 

リセットを行った場合、 cid = l の接続先 （ APN ) 設定が 
「 mopera . ne . jp 」 （初期値）に、 cid =3 の接続先 （ APN ) 設定が 
「 mopera . net 」 （初期値）に戻り、 cid =2 と cid 4 〜10の設定は 
未登録となります。 

(入力方法） 

AT + CGDCCNTbfi ( すべての cid をリセットする場合） 
AT + CGDC 0 NT = < cid 〉 H (特定の cid のみリセットする場合） 
接続先 ( APN ) 設定の確認 
現在の設定内容を表示させます。 

(入力方法） 

AT + CGDC 0 NT?ai 


デ—夕通信 


ダイヤルアップネットワ—クの設定をする 
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■ダイヤルアップネットワークでの通知/非通知設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続先の番号に186 
(通知）/184 (非通知）を付けることができます。 

* DGP 旧コマンド、ダイヤルアップネットワークの設定の両方 
で186 (通知）/184 (非通知）の設定を行った場合、以下の 
ようになります。 

ダイヤルアップネッ 
トワークの設定 
(cid = 3 の場合） 

氺 DGP 旧 
コマンドに 
よる通知/ 
非通知設定 

発信者番号の通知/非通知 

*99* * *3# 

設定なし 

通知 

非通知 

非通知 

通知 

通知 

184 * 99 * * * 3# 

設定なし 

非通知 

(ダイヤルアップネットワ 
ークの184が優先される） 

非通知 

通知 

1 86*99* * *3# 

設定なし 

通知 

(ダイヤルアップネットワ 
-クの186が優先される） 

非通知 

通知 

•「 moperaU 」 または rmoperaj に接続する場合は、発信者 
番号の通知が必要です。 


発信者番号の通知 ど 非通知を設定する 

パケット通信を行うときに、通知/非通知設定（接続 
先にお客様の発信者番号を通知するかどうかの設定） 
を行えます。発信者番号はお客様の大切な情報なの 
で、通知する際には十分にご注意ください。発信者番 
号の通知/非通知設定は、ダイヤルアップ接続を行う 
前に AT コマンドで設定できます。 

発信者番号の通知/非通知は* DGPIR コマンドで設 
定します。 

「八イバーターミナル」などの通信ソフトを 
起動する 

•「八イノてーターミナル」での操作方法については P .4 16参 
照。 

* DGPIR コマンド （ P .430 参照）で発信 
者番号の通知/非通知を設定する 

•発信/着信応答のときに自動的に184 (非通知）を付け 
る場合は、 

AT * DGPIR =1 H と入力します。 

•発信/着信応答のときに自動的に186 (通知）を付ける 
場合は、 

AT * DGPIR =2 y と入力します。 



D 益 S sOS of 


flT*DGPIR=l_ 


roKj と表示されることを確認する 


Sample -ハィパ-卜5ナル 0回^] 


ファイル (£) 編集©表示秘 jiffto ) 転送®ヘルブ妙 

Do? m 1 »os of 


flT*DGPIR=l 

OK 



• ドコモのインターネット接続サービス 「mopera U 」 または 
rmoperaj をご利用になる場合は、発信者番号を「通知」に 
設定する必要があります。 

•入力した AT コマンドが表示されない場合は 「 ATElfl 」 と入 
力してください。 


Windows ® XP でダイヤルアップ 
ネットワークの設定をする 

「スタート J ► 「すべてのプログラム」 
「アクセサリ j ► 「通信」 

「新しい接続ウイザード」を開く 

「新しい接続ウイザード J の画面が表示され 
たら、「次へ」をクリックする 



「インターネットに接続する」を選択して、 
「次へ」をクリックする 

「接続を手動でセットアップする」を選択し 
て、「次へ」をクリックする 

「ダイヤルアップモデムを使用して接続す 
る」を選択して、「次へ」をクリックする 


ダイヤルアップネットワ—クの設定をする 
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「デバイスの選択」画面が表示された場合 
は 、 「FOMA P 901 iTVJ のみチェックを 
付けて「次へ」をクリックする 

•「デバイスの選択」画面は、複数のモデムが存在するとき 
のみ表示されます。 


V 56000 bp 


nsp 名」の欄に任意の名前を入力して、 
「次へ」をクリックする 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 


の名前 tAmT： 徹、。 

EP 名® 

[SAMPLEI 


ここに入力抓た名前 tt 作成 U： い5格続®名前になります。 


「電話番号」の欄に接続先番号を入力して、 
「次へ」をクリックする 

* mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 以外に接続する場合は「*99* * *< cid 番号 
>#」の形式で入力します。 cid 番号については P .417 参 
照。 

•「接続の利用範囲」の画面が表示された場合は、ユーザー 
を指定して「次へ」をクリックします。 


f イヤルす5電話番号 

EP の電話番号を指定して 


下に電話番号 4A 力して微、。 
電話番号®: 

[*99***3*| 




f 織觸歡番激»織/»識^^^ 


「ユーザー名」、「パスワード」、「パスワード 
の確認入力」の欄にインターネットサービ 
スプロバイダまたはネットワーク管理者か 
ら指定されたユーザー名とパスワードを入 
力して、「次へ」をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーザー名 
とパスワードは空欄でも構いません。 




ユ-ザ-名(瓜 「 

ノ u ワード妙 

パスワードの確認入力◎: p 


] ンビュ-効、らィントネ，卜⑽続するときは、 m でもこのァ的ント名ぉょ u パスヮ-ドを使用 
0この接続を既定のインターネット接続ど枝⑽ 


[ <戻純〉 ][ 〉欠へ妙> 


「完了」をクリックする 

「スタート J ► 「すべてのプログラム」 
「アクセサリ」 ► 「通信」 
r ネットワーク接続」を開く 


12 r; 


イヤルアップのアイコンを選択して、 

ットワークタスク」 ► 「この接続の設定 
を変更する」を選択する 

ここでは手順7で入力した名前のアイコンをクリックしま 
す。 
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ダイヤルアップネットワ—クの設定をする 






























































「全般」タブで設定を確認する 

パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、「接 
続方法」の欄で「モデムー FOMA P 901 iTV 」 にチェック 
が付いているのを確認します。チェックが付いていない場合 
には、チェックを付けます。また、複数のモデムにチェック 
が付いている場合は、ポタンをクリックして「モデムー 
F 0 MAP 901 iTV 」 の優先順位を一番上にするか、「モデム 
-FOMA P 901 iTV 」 以外のモデムのチェックを外してく 
ださい。 

「ダイヤル情報を使う」にチェックされている場合には 
チェックを外します。 

•「FOMA P 901 iTV 」 に割り当てられる COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 

* mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 以外に接続する場合は「*99* * *< cid 番号 
>#」の形式で入力します。 cid 番号については P .417 参 
照0 



4 「ネットワーク J タブをクリックして、各種 
設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップサーノ（一の種類」の欄は、 
「 PPP:Windows 95/98/ NT 4/2000, Internet 」 を選択 
します。 

「この接続は次の項目を使用します」の欄は、「インターネッ 
トプ□トコル ( TCP / IP ) J を選択します。 

「 QoS バケットスケジューラ」は設定変更ができませんの 
で、そのままにしておいてください。 

続いて「設定」をクリックします。 

-般 ISP などに接続する場合の TCP / IP 設定は、 ISP または 
ネットワーク管理者に確認してください。 



すべてのチェックを外して、 「 okj をク 
■j ツクする 



手順14の画面に戻り、 rOKJ をクリック 
する 

Windows® 2000 Professional 
でダイヤルアップネットワークの設定 
をする 

「スタート J ► 「プログラム』 

「アクセサリ j ► 「通信」 ► 「ネット 
ワークとダイヤルアップ接続」を開く 

9 r ネットワークとダイヤル 
アップ接続」の中の「新しい 
接続の作成」をダブルクリツ 
クする 



新 1 


ダイヤルアップネットワ—クの設定をする 
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「所在地情報」の画面が表示された場合は、 
「市外局番」を入力して、 roKj をクリッ 
クする 

•「所在地情報」の画面は、手順2で「新しい接続の作成」 

を初めて起動したときのみ表示されます。 

• 2 回目以降は、この画面は表示されず、「ネットワークの 
接続ウィザード」の画面が表示されるので、手順5に進ん 
でください。 

「電話とモデムのオプション」が表示された 
ら、 「 okj をクリックする 

r ネットワークの接続ウィザード」の画面が 
表示されたら、「次へ」をクリックする 



「インターネットにダイヤルアップ接続す 
る」を選択して、「次へ」をクリックする 

「インターネット接続を手動で設定するか、 
またはローカルエリアネットワーク 
( LAN ) を使って接続します」を選択して、 
「次へ」をクリックする 

「電話回線とモデムを使ってインターネット 
に接続します」を選択して、「次へ」をク 
■ J ックする 

「インターネットへの接続に使うモデムを選 
択する」の欄が rFOMAP 901 iTVJ に 
なっていることを確認して、「次へ」をク 
■ J ックする 

•選択されていない場合には 、 「FOMA P 901 iTV 」 を選択 
します。 

•お使いになるパソコンの動作環境によっては、下の画面は 
表示されません。その場合は、手順10へ進みます。 

111 III 11111 II I III I 


インターネットへの接続に使うモデムを還択寸_: 

Qi ITII' -II 


「電話番号」の欄に接続先番号を入力する 

•「市外局番」の欄には何も入力しません。 

• 「市外局番とダイヤ」レ情報を使う」のチェックを外します。 
• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 以外に接続する場合は「*99* * *< cid 番号 
>#」の形式で入力します。 cid 番号については P .417 参 
照。 



「詳細設定」をクリックする 
「接続」タブの中の設定を行う 

「接続の種類」、「□グオンの手続き」について、インター 
ネットサービスプ□バイダまたはネットワーク管理者から指 
定されたとおり設定します。 

設定を確認したら、「アドレス」タブをクリックします。 

•「接続」タブでの設定内容については、インターネット 
サービスプロパイダまたはネットワーク管理者へお問い合 
わせ < ださい。 


接続|アドレス| 
接続の種類一 


PPP (Point to Point ブ□卜]ル)© 


I7ILCP 棚耗無幼に寸る竭 
r SLIP Serial Line Internet ブロ トコル 
repressed Seri 


、 C-SLIP (Compre? 


^al Line Ihtemet ブ〇トコル〉 (L) 


fOi? オンの手続き—— 

?なし (N) 

、手肋で •□i). オン (M> 

-□クオンスクリブトの使用 (U): 


ダイヤルアップネットワ—クの設定をする 


«ぺ=ジ I こつづく 
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IP アドレスおよび DNS (ドメインネーム 
サービス）アドレスの設定を行う 

「 IP アドレス」、 「 ISP による DNS (ドメインネームサーピ 
ス）アドレスの自動割り当て」について、インターネット 
サービスプ□パイダまたはネットワーク管理者から指定され 
たとおり設定します。 

すべての入力が終わったら、 「0 K 」 をクリックします。手 
順10の画面に戻るので、「次へ」をクリックします。 

• IP アドレスおよび DNS アドレスの設定内容については、 
インターネットサービスプロバイダまたはネットワーク管 
理者へお問い合わせください。 
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「ユーザー名」、「パスワード」の欄にイン 
ター ネットサービスプロバイダまたは管理 
者から指定されたユーザー名とパスワード 
を入力して、「次へ」をクリックする 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーザー名 
とパスワードは空欄でも構いません。この場合、「ユー 
ザー名を空白のままにしておきますか？」という画面と 
「パスワードを空白のままにしておきますか？」という画 
面が表示されます。それぞれの画面で「はい」をクリック 
して手順15へ進みます。 

ステ9ブ2:インターネ9トアカ〇ント® D ヴオン It 费 i 

⑽口纖?深邀溫 W 織^^^^^ 


ューザー名 ( U 〉： I 
パスワ'-ド砂 I 


「接続名」の欄に任意の名前を入力して、 
「次へ」をクリックする 

•ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 


で 


インタ-ネットのアカウントに閎才る傲财、ダイヤルアッブ接続として、指定した名前と-緒に表示されま 
タイヤルアップ接続の名前を入力してく枝い。 ep の名前で•も、自分汹?きな名 ire も*漱该せん 0 
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いえ」を選択して、「次へ」をクリック 


•インターネットメールの設定をする場合は、「はい」を選 
択します。 

•設定する場合の詳細については、インターネットサービス 
プロパイダまたはネットワーク管理者へお問い合わせくだ 
さい。 

続いて「 TCP / IP 」の設定をする 

•下の画面が表示された場合は、「今すぐインターネットに 
接続するにはここを選び[完了]をクリックしてくださ 
し、」のチェックを外して、「完了」をクリックします。 



イン5 -ネ9卜接続ヴ f ザ-ドを終了します 

變親濟邊をで赖ょぅれま 
逾席聽 I 識没胡 S 離!^]兹 

□ ネ，卜|■仇ガここ嫩 er nre 狐獲 . 園 

o - rtf - H^sabsctt err ] ««妁してく 奴 eu 


「スタート J ► 「プログラム」 

「アクセサリ J ► 「通信」 ► 「ネット 
ワークとダイヤルアップ接続」を開く 

1 ( 手順15で入力した接続先名のアイコンを選 
択して、「ファイル」メニュー ► 「プロパ 
テイ」を選択する 



ダイヤルアップネットワ—クの設定をする 
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「全般」タブで設定を確認する 

•パソコンに2台以上のモデムが接続されている場合は、 
「接続の方法」の欄で「モデムー F 0 MAP 901 iTV 」 に 
チェックが付いているのを確認します。チェックが付いて 
いない場合には、チェックを付けます。 

• 「ダイヤル情報を使う」にチェックが付いていないことを 
確認します。チェックされている場合にはチェックを外し 
ます。 

•「FOMA P 901 iTV 」 に割り当てられる COM ポート番号 
は、お使いのパソコンによって異なります。 

* mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 以外に接続する場合は「*99* * *< cid 番号 
>#」の形式で入力します。 cid 番号については P .417 参 
照。 
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接続の方法 CD: _ 
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「FOMA P902i の電話番号—— 
市外局番®: 電話番号 (£): 


r| j*99***3# 
国番号/地域番号 ( u ): 


そ®他⑽」 


-タイヤル借報を使う (g) 


タイヤル惜報 


17 接続 B 寺にタスクバーにアイコンを表示する屻 
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「ネットワーク」タブをクリックして、各種 
設定を行う 

「呼び出すダイヤルアップサーノの種類」の欄は、 
「 PPP:Windows 95/98/ NT 4/2000, Internet 」 を選択 
します。 

コンポーネントは「インターネットプ□トコル（ TCP / IP )」 
のみをチェックします。 

続いて「設定」をクリックします。 

全般 丨 オブシ3> 丨 セキュリティネ、: V トワーク|共有| 

呼 U 出すタイヤルアップサ-パー®種類盼 

設定© I 

チェックボックスがオンになってい5コンポーネントはこの接続で•使われます(泣 

□ A Microsoft ネットワーク用ファイルとブリンタ共有 

□ @ Microsoft ネットワ-ク用ウライアント 

_インス!ール < P ... 」 _肖 ij 除 ( U ) _| _ブ□パティ® _ 


コルです。 
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キャンセル」 


手順21の画面に戻り、 rOKJ をクリック 
する 


Windows® 98^ Windows® Me で 
ダイヤルアップネットワークの設定を 
する 


ここでは、 Windows ® Me の画面で説明しています。 

1 「スタート J ► 「プログラム」 

► 「アクセサリ J ► 「通信」 

► 「ダイヤルアップネットワーク」を開く 

「ダイヤルアップネットワークへようこそ」 
の画面が表示されたら、「次へ」をクリック 
する 

•この画面はダイヤルアップネットワークを初めて起動した 
ときのみ表示されます。「次へ」をクリックして、手順4 
に進んでください。 

• 2 回目以降は、この画面は表示されません。その場合は、 
手順3へ進みます。 
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「ダイヤルアップネットワーク」 | 

の中の「新しい接続」をダブル H 
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デ—夕通信 


ダイヤルアップネットワ—クの設定をする 
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「接続名」の欄に接続先名（任意の名前）を 
入力して、「次へ」をクリックする 

ここでは例として 「 SAMPLE 」 と入力します。 

•「モデムの選択」の欄が 「FOMA P 901 iTV 」 になってい 
ない場合は 、 「FOMA P 901 iTV 」 を選択します。 



「電話番号」の欄に接続先番号を入力して、 
「次へ」をクリックする 

•「市外局番」の欄には何も入力しません。 

•「国/地域番号」は「日本（81)」を選択します。 

* mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 以外に接続する場合は「*99* * *< cid 番号 
>#」の形式で入力します。 cid 番号については P .417 参 
照0 



接続先名（任意の名前）を確認して、 r 完 
了」をクリックする 

続いて「 TCP / IP 」の設定をします。 

7 「スタート」►「プログラム j 
► 「アクセサリ」 ► 「通信」 

► 「ダイヤルアップネットワーク」を開く 

手順 4 で入力した接続先名のアイコンを選 
択して、「ファイル」メニュー 
► 「プロパテイ」を選択する 



「全般」タブで「電話番号」の入力および 
「接続方法」の確認を行5 

•「市外局番」の欄には何も入力しません。 

*「市外局番とダイヤルのプ□パティを使う」のチェックを 
外します。 

•「接続方法」の欄が 「FOMA P 901 iTV 」 になっていない 
場合は、 「 FCMAP 901 iTV 」 を選択します。 

• mopera U に接続する場合、接続先番号には「*99** 
*3#」を入力します。 

mopera U 以外に接続する場合は「*99* * *< cid 番号 
>#」の形式で入力します。 cid 番号については P .4 17参 
照0 



く Windows® 98の場合〉 

「サーバーの種類」タブをクリックして、各 
種設定を行う 

「ダイヤルアップサーバーの種類」の欄は、 「 ppp : インター 
ネット 、 Windows NT Server、Windows 98」を選択し 
ます。「詳細オプション」の欄は、 チェックマークを 付けず 
に、「使用できるネットワークプロトコル」欄は、 TCP/IP 
のみ チェックマークを 入力します。 

•「サーバーの種類」タブは、お使いのパソコンによって表 
示位置が異なります。 

•「サーバーの種類」タブでの設定内容については、イン 
ターネットサービスプロバイダまたはネットワーク管理者 
へお問い合わせください。 

手順12へ進みます。 

全般サり卜の種類|スクリブト処理 j マル刊ンク| 



タイヤルアツブサり卜の種類®: 


0 K | キャンセル 


ダイヤルアップネットワ—クの設定をする 
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•「自動的に接続する」にチェックをしておくと、接続時に 
ユーザー名、パスワードなどを確認する画面が出なくな 
り、すぐに接続するようになります。 

* パスワードを変更した場合は、この画面でパスワードを入 
力し直します。 

• mopera U または mopera へ接続する場合、ユーザー名と 
パスワードは空欄でも構いません。 



OK I キャンセル 


内容を確認して「ダイヤル」をクリックす 
る 

• mopera U または mopera へ接続する場合は、ユーザー名 
とパスワードは空欄でも構いません。 

接続中の状態を示す画面が表示されます 

この間にユ_ザ_名、パスワードの確認などの□グオン処理 
が行われます。 




1 「セキュリティ」タブをク I ! ックして、イン 
ター ネツトサービスプロバイダまたはネツ 
トワーク管理者から指定されたユーザー名 
とパスワードを入力する 


く Windows ® Me の場合〉 

「ネットワーク」タブをクリックして、各種 
設定を行う 

「ダイヤルアップサーバーの種類」の欄は、 「 ppp : インター 
ネット 、 Windows 2000 / NT、Windows Me 」 を選択し 
ます。「詳細オプション」の欄は、 チェックマークを 付けず 
に、「使用できるネットワークプロトコル」欄は、 TCP/IP 
のみ チェックマークを 入力します。 

•「ネットワーク」タブは、お使いのパソコンによって表示 
位置が異なります。 

•「ネットワーク」タブでの設定内容については、インター 
ネットサービスプロバイダまたはネットワーク管理者へお 
問い合わせください。 


「 ok 」 をクリックする 



ダイヤルアップ接続する 


ここでは Windows ® XP を例にしてダイヤルアップ 
接続を説明します。 P .398 の手順に従って、 FOMA 
端末とバソコンを接続します。 

•バケット通信による接続を行うときには P .41 2 「 W - TCP 設定」 

で通信性能を最適化することをおすすめします。最適化すること 
で FOMA ネットワークでの高速通信を最大限に生かして利用でき 
ます。最適化を行うには P .403 「FOMA PC 設定ソフト」をイ 
ンストールしてください。 

• 64 K データ通信による接続を行うときは 「 W - TCP 設定」で最適 
化を行わないでください。 

1 「スタート J ► 「すべてのプログラム J 
► 「アクセサリ J ► 「通信」 
r ネットワーク接続」を開く 

接続先を開く 

「ダイヤルアップネットワークの設定をする」で設定した 
ISPS ( P .419 参照）のダイヤルアップの接続先アイコン 
を選択して「ネットワークタスク」 — 「この接続を開始す 
る」を選択するか、接続先のアイコンをダブルクリックしま 
す。 
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接続完了です 

接続が完了すると、タスクパーのインジケータから、下のよ 
うなメッセージが数秒間表示されます。 

•ブラウザソフトを起動してホームページを閲覧したり、電 
子メールなどを利用できます。 

•メッセージが表示されない場合は、接続先の設定を再度確 
認してください。 





• ダイヤルアツプ設定を行った FOMA 端末でダイヤルアツプ接続 
を行ってください。異なる FOMA 端末を接続する場合は、再 
度、通信設定ファイルのインス I ルが必要になることがあり 
ます。 

•通信中は FOMA 端末の消費電力が大きくなります。 

•パケット通信中は、 FOMA 端末に通信状態が表示されます。 


Jti 


「マ」（通信中、データ送信中） 

「1」（通信中、データ受信中） 

「 B ™」 （通信中、データ送受信なし） 

「 fr 」 （発信中、または切断中） 

「 I 」（着信中、または切断中） 

*64 K データ通信中は、 FOMA 端末に「卜」が表示されます。 


切断のしかた 


タスクトレイのダイヤル 
アップアイコンをク 1 J ック 
する 

「切断」をクリックする 






•ブラウザソフトを終了しただけでは、通信回線は切断されない 
場合があります。確実に切断するためには、この手順に従って 
回線を切断してください。 

* パソコンに表示される通信速度は実際の通信速度とは異なる場 
合があります。 



ぃッ トワークに接続できないときは 


ネットワークに接続できない（ダイヤルアップ接続が 
できない）場合は、まず以下の項目について確認して 
ください。 

こんなときは 

こうします 

「FOMA 
P 901 iTV 」 が 
パソコン上で認 
識できない 

-お使いのパソコンが動作環境 （ P .396 参 
照）を満たしているかを確認してください。 

- P 901 iTV 通信設定ファイルがインストー 
ルされているか確認してください。 

- FOMA 端末がパソコンに接続され、電源が 
入っているか確認してください。 

- FOMA USB 接続ケーブル（別売）がしっ 
かりと接続されているかを確認してくださ 
い0 

相手先に接続で 
ぎない 

• D (ユーザー名）やパスワードの設定が正 
しいかどうか確認してください。 

- 「mopera U 」 または 「 mopera 」 のように 
発信者番号の通知が必要な場合、電話番号 
に「184」を付加していないかどうかを確 
認してください。 

• モデムのプ□パティで「フロー制御を使う」 
にチェックが付いていることを確認してく 
ださい。 

-上記の確認を行っても相手先に接続でぎな 
い場合は、インターネットサービスプ□パ 
イダまたはネットワーク管理者に設定方法 
などについてご相談ください。 

64 K データ通信の設定 

「FOMA PC 設定ソフト」を使わずに、 64 K データ通 
信の接続を設定する方法について説明します。 

ダイヤルアツプ接続と TCP/IP の設定 

1 


64 K データ通信のダイヤルアップ接続と TCP / IP の 
設定はバケット通信での設定 （ P .414 参照）と同じ 
です。 

以下の点に注意して操作してください。 

• 64 K データ通信では接続先 ( APN ) の設定をする必要はありま 
せん。ダイヤルアップ接続の接続先にはインターネットサービス 
プロパイダまたはネットワークの管理者から指定された接続先の 
電話番号を入力してください 。 (mopera U に接続する場合は 
「*8701 」、 mopera に接続する場合は「*9601」と電話番号 
欄に入力してください。） 

•「発信者番号通知/非通知の設定」、「その他の設定」は必要に応 
じて設定してください。 

(mopera U または mopera に接続する場合、発信者番号の通知 
が必要です。） 

•設定内容の詳細については、インターネットサービスプロパイダ 
またはネットワークの管理者にお問い合わせください。 


接続•切断のしかた 


バケツト通信での操作と同じです。 P .410、 P .425 
の手順に従って操作してください。 


ダイヤルアップ接続する 
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FirstPass PC ソフトを利用する 

FirstPass PC ソフトは、 FirstPass 対応の FOMA 
端末より取得したユーザ証明書をバソコンの Web ブ 
ラウザから FirstPass 対応サイトにアクセスできる 
ようにしたものです。 


FirstPass PC ソフトインスIル時 
の注意 


動作環境をご確認ください 


FirstPass PC ソフトは以下の動作環境でご利用くだ 
さい0 


項目 


パソコン本体 


0 S 


必要メモリ 


八ードディスク容量 


ブラウザ 


必要環境 


PC - AT 互換機 


Microsoft ® Windows ® 98 SE 、 
Windows ® Me 、 Windows ® 2000 
Professional 、 Windows®XP (各日本語 
版） 

( Windows ® 98 には対応していません。） 


Microsoft ® Windows ® 98 SE 、 
Windows ® Me 、 Windows ® 2000 
Professional : 32 M バイト以上※ 
Windows®XP : 128 M バイト以上※ 


10 M バイト以上の空き容量& 


Microsoft ® Internet Explorer 5. 5以上 
Windows ® XP の場合は 
Microsoft ® Internet Explorer 6.0 以上 


※必要メモリおよび八ードディスクの空き容量はシステム環境に 
よって異なることがあります。 


インス!-ールする前に 


FirstPass PC ソフトをインス I ルする前に CD - 
ROM 内の 「 FirstPassPCSoft 」 フォルダ内の 
「 FirstPassManual 」（ PDF 形式）をご覧ください 0 
「 FirstPassManual 」（ PDF 形式）をご覧になるに 
は 、 Adobe Reader (バージヨン 6.0 以上を推奨） 

が必要です。お使いのパソコンにインス!-ールされて 
いない場合は、アドビシステムズ株式会社のホーム 
ページから最新版をダウン□ー ドできます。（別途通 
信料がかかります。）詳しくはアドビシステムズ株式 
会社のホームページを参照してください。 


FirstPass PC ソフトをインスIル 
する 


ここでは Windows ® XP にインス I ルするときの 
画面を掲載しています。お使いのパソコンにより画面 
の表示が多少異なります。 

添付の 「FOMA P901 iTV 用 CD-ROMJ 
をパソコンにセツトする 


FirstPass PC ソフトをインス I ルするには 

「FirstPass PC ソフト」をクリックする 

引き続き、 CD - ROM 内の 「 FirstPassPCSoft 」 フオルダ 
内の 「 FirstPassManual 」( PDF 形式)の手順に従ってイ 
ンス I ルしてください。 


インストールソフトウェアを逞択してください。 

FOMA PC 設定ソフト 


FirstPass PC ソフト 


GP い LGPL 等について」 閉じる 


AT コマンドについて 

AT コマンドとは、パソコンで FOMA 端末の機能の設 
定や変更を行うためのコマンド（命令）です。 

※八丁コマンドー覧では、以下の略を使用しています。 

[ AT ] : FOMA P 901 iTV Command Port で使用できる 
コマンドです。 

[ M ] : FOMA P 901 iTV (モデム）で使用できるコマンド 
です。 

[& F ] : AT & F コマンドで設定が初期化されるコマンドで 
す。 

[& W ] : AT & W コマンドで設定が保存されるコマンドです。 
ATZ コマンドで設定値を呼び戻せます。 

AT コマンドの入力形式 

AT コマンドの入力は通信ソフトのターミナルモード 
画面で行います。必ず半角英数字で入力してくださ 
い。 

•入力例 


ATD 氺99 * * * 1 # 


ga 一 


リターンマーク 
-パラメータ 
-コマンド 

• AT コマンドはコマンドに続くパラメータ（数字や記号） 
を含めて、必ず1行で入力します。 


i ターミナルモードとは、パソコンを1台の通信端末（夕ーミナ 
ル）のように動作させるモードのことです。キ_ポ_ドから入 
力した文字が通信ポートに接続されている回線に送られます。 


デ—夕通信 


Firstpss PC ソフトを利用する 
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オンラインデータモードとオンライン 
コマンドモードを切り替える 

FOMA 端末をオンラインデータモードとオンラインコマン 
ドモードに切り替えるには、以下の2つの方法があります。 
•「+++」コマンドまたは rS 2 J レジスタに設定したコー 
ドを入力します。 

•「 AT & D 1」 に設定されているときに、 RS -232 C ※の ER 
信号を OFF にします。 

•オンラインコマンドモードからオンラインデータモードに切り替 
える場合は、 「 ATO 0」 と入力します。 

※ USB インタ フエー スにより、 RS -232 C の信号線が エミユレー 
卜されていますので、通信アプリによる RS -232 C の信号線制御 
が有効になります。 


■設定の保存について 

AT + CGDCCNT コマンドによる接続先 ( APN ) 西受定、 
AT + CGEQMIN / AT + CGEQREQ コマンドによる QoS 言受定、 

AT 氺 DGAPL / AT * DGARL / AT 氺 DGANSM コマンドにぶる着 
信許可 • 拒否設定、 AT * DGP 旧コマンドによるバケツト通信の 
番号通知 • 非通知の設定、および AT + CLIR コマンドによる発番 
号通知制限の設定を除き、 AT コマンドによる設定は、 FOMA 端 
末の電源 OFF • ON または外部機器の取り外し時に初期化されて 
しまいますのでご注意ください。なお、 [& W ] が付いているコマ 
ンドについては、設定後に 「 AT & WHJ と入力することにより 
設定を保存できます。このとき、 [& W ] が付いている他の設定値 
も同時に保存されます。これらの値は、電源 OFF • ON 後であつ 
ても、 「 ATZ 3 J と入力することにより、設定値を復元できま 
す。 


デ—夕通信 


ATn マンドについて 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

A / 

直前に実行したコマンドを 
再実行します。またキャ 


— 

N 

0 K 

[ M ] 

リッジリターンは不要です。 




AT%V 

FOMA 端末のパージョンを 


— 

AT%V 


表しま^"。 



Verl.OO 

[ M ] 




OK 

AT&Cn 

□ TE への回路 C □信号の動 

门=0 : 

C □は常に ON 

AT & C 1 

[ M ] 

作条件を選択します。 

门=1: 

C □は相手モデムのキヤリアに応じて変 

OK 

[& F ][& W ] 



化します。（初期値） 


AT&Dn 

□ TE から受け取る回路 ER 

门=0 : 

ER の状態を無視します。（常に 0 N とみ 

AT & D 1 


信号がオン/オフ遷移した 


なします。） 

OK 


ときの動作を選択します。 

门=1: 

门=2 : 

ER が 0 N から OFF に変化すると、オン 
ラインコマンド状態になります。 

ER が 0 N から OFF に変化すると、オフ 


[ M ] 



ラインコマンド状態になります。（初期 


[& F ][& W ] 



値） 


AT&En 

接続時の速度表示の仕様を 

门=0 : 

無線区間通信速度を表示します。 

AT & E 0 

[ M ] 

選択します。 

门=1: 

□ TE シリアル通信速度を表示します。 

OK 

[& F ][& W ] 



(初期値） 


AT&Fn 

すべてのレジスタを工場出 

n =0 のみ指定可能です。（省略可） 

— 


荷時の設定値に戻します。 
通信中に本コマンドが入力 
された場合、回線切断処理 




[ AT ][ M ] 

を行います。 




AT&Sn 

□ TE へ出力するデータセッ 

门=0 : 

□ R は常に CN (初期値） 

AT & S 0 

[ M ] 

トレディ信号の制御を設定 

门=1: 

□ R は回線接続時（通信呼確立時）に 

OK 

[& F ][& W ] 

します。 


0 N となります。 


AT&Wn 

現在の設定値を記憶します。 

n =0 のみ指定可能です。（省略可） 

— 

[ M ] 





AT*DANTE 

アンテナの本数を表示しま 

=0 : 

F 0 MA 端末のアンテナが圏外 

AT*DANTE 


す。 （0 〜 3) 

=1: 

F 0 MA 端末のアンテナが1本 

* DANTE :3 



=2 : 

FCMA 端末のアンテナが2本 

OK 



=3 : 

F 0 MA 端末のアンテナが3本 

AT * DANTE =? 

* DANTE :(0-3) 

[ AT ][ M ] 




OK 

AT * DGANSM=n 

パケット着信呼に対する着 

门=0 : 

着信拒否設定および着信許可設定を無 

AT * DGANSM =0 


信拒否/許可設定のモード 


効にします。（初期値） 

OK 


を設定します。 

门=1: 

着信拒否設定 （ AT * DGARL ) を有効 

AT ^ DGANSM ? 


本コマンドによる設定は、 


にします。 

* DGANSM :0 


設定コマンド入力後のパ 

门=2 : 

着信許可設定 （ AT * DGAPL ) を有効 

OK 


ケット通信着信呼に対し有 


にします。 


[ M ] 

効となります。 

AT * DGANSM ? :現在の設定を表示します。 


AT * DGAPL=n 

バケット着信呼に対して着 

n =0 : 

< cid > で定義された APN を着信許可リ 

AT * DGAPL =0,1 

[, cid ] 

信許可を行う APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

门=1: 

< cid > で定義された APN を着信許可リ 

AThcDGAPL ? 


APN の設定は、 


ストから削除します。 

* DGAPL :1 


AT + CGDC 0 NT で定義さ 



OK 


れたく cid > パラメータを用 

< cid > が省略された場合には、すべての cid に 

AT * DGAPL =1 


います。 

適用します。 

OK 





AT ^ DGAPL ? 

[ M ] 


AT * DGAPL ? :着信許可リストを表示します。 

OK 

AT * DGARL=n 

パケット着信呼に対して着 

n =0 : 

< cid > で定義された APN を着信拒否リ 

AT * DGARL =0,1 

[, cid ] 

信拒否を行う APN を設定し 


ストに追加します。 

OK 


ます。 

门=1: 

< cid > で定義された APN を着信拒否リ 

AT ^ DGARL ? 


APN 設定は、 


ストから削除します。 

氺 DGARL 1 


+ CGDC 0 NT で定義された 



OK 


< cid > パラメータを用いま 

cid が省略された場合には、すべての cid に適用 

AT * DGARL =1 


す。 

します。 


OK 

AT 氺 DGARL ? 

[ M ] 


AT * DGARL ? :着信拒否リストを表示します。 

OK 


«ぺ=ジにつづく 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT * DGPIR=n 

本コマンドの設定は、発信 

n =0 : APN をそのまま使用します。（初期値） 

AT * DGPIR =0 


時、着信時に有効となりま 

n = l : APN に" 184" を付加して使用します。 

OK 


す。 

(常に非通知） 

AT ^ DGPIR ? 


ダイヤルアップネットワー 

n =2 : APN に" 186" を付加して使用します。 

« DGPIR :0 


クでの設定でも、接続先の 

(常に通知） 

OK 


番号に186 (通知）/ 

184 (非通知）を付けるこ 
とができます。 （ P .418 参 

AT * DGPIR ? :現在の設定を表示します。 


[ M ] 

BS ) 



AT*DRPW 

受信電力指標を表示します。 

— 

AT*DRPW 


(0 :最小値〜75 :最大値） 


氺 DRPW :0 

[ AT ][ M ] 



OK 

+++ 

オンライン状態のとき、エ 
スケープシーケンスが実行 
されると回線を切断するこ 
となくオンラインコマンド 



[ M ] 

状態に移行します。 



AT+CEER 

直前の呼の切断理由を表示 

< report > 

AT+CEER 


します。 

切断理由一覧 （ P .435 参照） 

+ CEER :36 

[ M ] 



OK 

AT+CGDCONT 

パケット発信時の接続先 

P .434 参照。 

P .434 参照。 

[ M ] 

( APN ) を設定します。 



AT+CGEQMIN 

PPP パケット通信確立時に 

AT + CGEQMIN 二[パラメータ] 

P .434 参照。 


ネットワーク側から通知さ 

P .434 参照。 



れる QoS (サービス品質） 

AT + CGEQMIN 二？ 



を許容するかどうかの判定 

設定可能な値のリストを表示します。 



基準値を登録します。 

AT + CGEQMIN ? 


[ M ] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信時 

AT + CGEQREQ 二[パラメータ] 

P .434 参照。 


にネットワークへ要求する 

P .434 参照。 



QoS (サービス品質）を設 

AT + CGEQREQ 二？ 



定します。 

設定可能な値のリストを表示します。 
AT + CGEQREQ ? 


[ M ] 


現在の設定を表示します。 


AT+CGMR 

FOMA 端末のパージョンを 

— 

AT+CGMR 


表します。 


1234512345123456 

[ M ] 



OK 

AT + CGREG=n 

ネットワーク登録状態を通 

n =0 :通知なし。（初期値） 

AT + CGREG =1 


知するかどうかを設定しま 

n = l :通知あり。圏内 • 圏外が切り替わった 

OK 


す。応答される通知により 

ときに通知します。 

(通知ありに設定） 


圏内/圏外を表示します。 

(問い合わせ） 

AT + CGREG ? 



AT + CGREG ? 

+ CGREG : 1,0 



+CGREG : < n >,< stat > 

OK 



n :設定値 

(圏外を意味している） 



stat : 

0:パケット圏外 

(圏外から圏内に移動した場 



1:パケット圏内 

合） 

[ M ] 


4 :不明 

+ CGREG :1 

[& F ][& W ] 


5 :パケット圏内（□—ミング中） 


AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 

— 

AT+CGSN 


しま9 〇 


123456789012345 

[ M ] 



0 K 

AT + CLIP=n 

64 K データ通信/テレビ電 

n =0: 通知しません。（初期値） 

AT + CLIP =0 


話着信時に相手の発信番号 

n = l :通知します。 

OK 


をパソコンに表示できます。 

リザルト ： +CLIP : < n >,< m > 

AT + CLIP ? 

+ CLIP :0,1 



m =0 :発信時の相手に番号を通知しない NW 

OK 



設定 




m = l :発信時の相手に番号を通知する NW 設 


[ AT ][ M ] 


定 


[& F ][& W ] 


m =2 :不明 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + CUR 二 n 

64 K データ通信/テレビ電 

n =0 : CLIR サービスの契約に従い、発番通知 

AT + CUR =0 


話通信を発信するとき、電 

されます（されません)。 

0 K 


話番号を相手に通知するか 

n = l :通話相手に番号発信しません。 

AT + CLIR ? 


どうかを設定します。 

n =2 :通話相手に番号発信します。（初期値） 

+ CLIR :0,1 



リザルト ： +CLIR : < n >,< m > 

OK 



m =0 : CUR は起動していません。（常時通知） 

AT + CUR 二？ 



m = l : CUR は起動しています。（常時非通知） 

+ CLIR :(0-2) 



m =2 :不明 

m =3: CUR テンポラリーモード（非通知デ 

OK 



フオルト） 




m =4 : CUR テンポラリーモード（通知デフオ 


[ M ] 


ルト） 


AT + CMEE=n 

FOMA 端末のエラーレポー 

n =0: 通常の ERROR リザルトを用います。 

AT + CMEE =0 


卜の有無の設定を行います。 

(初期値） 

OK 



n = l : +CME ERROR : < e 「「> U ザルトコー 

AT+CNUM 



ドを使用し、<日「「>は数値を用います。 

ERROR 



n =2 : +CME ERROR : < e 「「> リザルトコー 

AT + CMEE =1 



ドを使用し、<日「「>は文字を用います。 

OK 



AT + CMEE ? :現在の設定を表示します。 

AT+CNUM 



右記は FOMA 端末や接続に異常がある場合のコ 

+ CMEERROR : 10 



マンドの実行例です。 

AT + CMEE =2 



+CME ERROR リザルトコードは下記のとおり 

OK 



です。 

AT+CNUM 



1: no connection to phone 

+CME ERROR : SIM 



10: SIM not inserted 

not inserted 



15: SIM wrong 


[ M ] 


16: incorrect password 


[& F ][& W ] 


100: unknown 


AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号 

number :電話番号 

AT+CNUM 


を表爪します。 

type :129 もしくは 145 

129: 国際アクセスコード + を含 
まない 

145:国際アクセスコード+を含 
む 

リザルト： + CNUM : ，く number 〉 ，く type 〉 

+ CNUM :, "+8190123 
45678",145 

OK 

[ AT ][ M ] 



AT + CR=n 

回線接続時に CONNECT の 

n =0 :表示しません。（初期値） 

AT + CR =1 


リザ J レトコードを表示する 

n — 1-表 tit します。 

OK 


前に、ベアラサービス種別 

< serv > :パケット通信を意味する" GPRS " の 

ATD *99* 氺 * 1# 


を表爪します。 

み表爪します。 

+CR : GPRS 



(回線種別により" SYNC "、 

" AV 32 K \ " AV 64 IC を表示しま 

CONNECT 

[ M ] 


す。） 


[& F ][& W ] 


AT + CR ? :現在の設定値を表示します。 


AT + CRC=n 

着信時に拡張リザルトコ_ 

n =0: + CRING を使用しません。（初期値） 

AT + CRC =0 


ドを使用するかどうかを設 

n = l : + CRING .< type > を使用します。 

OK 


定します。 

AT + CRC ? で現在の設定を表示します。 

AT + CRC ? 



+ CRING の書式は次のとおりです。 

+CRC : 0 



+CRING : く type 〉 

OK 

[ AT ][ M ] 


PPP パケット呼着信時 


[& F ][& W ] 


+CRING : GPRS " PPP ",„< APN > 


AT + CREG=n 

圏内 • 圏外情報の表示に関 

n =0 :通知なし。（初期値） 

AT + CREG =1 


するリザルト表示の有無を 

n = l :通知あり。圏内 • 圏外が切り替わった 

OK 


設定します。 

ときに通知します。 

(通知ありに設定） 


( CS によっては設定できな 

(問い合わせ） 

AT + CREG ? 


い場合があります。） 

AT + CREG ? 

+CREG :1,0 



+CREG : < n >,< stat > 

OK 



n : 設定値 

(圏外を意味している） 



stat : 

0: 音声圏外 

(圏外から圏内に移動した場 



1: 音声圏内 

合） 

[ AT ]_ 


4 : 不明 

+CREG :1 

[& F ][& W ] 


5 : 音声圏内（□—ミング中） 


AT+GMI 

メーカー名 ( Panasonic ) 

- 

AT+GMI 


を表します。 


Panasonic 

[ M ] 



0 K 

AT+GMM 

FOMA 端末の製品名 

— 

AT+GMM 


(FOMA P 901 iTV ) を表 


FOMA P 901 iTV 

[ M ] 

TJX しよ9 〇 


OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+GMR 

FOMA 端末のパージョンを 

— 

AT+GMR 


表します。 


Verl .00 

[ M ] 



0 K 

AT + IFC = n,m 

フロー制御方式の選択を行 

n : DCE by DTE 

AT + IFC =2,2 


います。 

m : DTE by DCE 

OK 



0 :フロー制御なし 




1: XON / XOFF フロー制御 




2 : RS / CS ( RTS / CTS ) フロー制御 


[ M ] 


初期値は n , m =2.2 


[& F ][& W ] 


AT + IFC ? で設定値を問い合わせます。 


AT + WS 46 二 n 

FOMA 端末の無線通信網を 

n =22 : W-CDMA (Wideband CDMA ) のみ 

AT + WS 46=22 

[ M ] 

[& F ][& W ] 

選択します。 

指定可能です。（初期値） 

OK 

ATA 

FOMA 端末が着信したモー 

- 

RING 


ドに従って着信処理を行い 


ATA 

[ M ] 

ます。 


CONNECT 

ATD 

FOMA 端末に対してパラ 

< cid > :1〜10。 + CGDCCNT で言受定した 

ATD 氺 99* 氺 * 1 # 


メータ、ダイヤルパラメー 

APN を表します。 cidl に発信する場合 、 「ATD 

CONNECT 


夕の指定に従って自動発信 

*99***#」と省略できます。 


[ M ] 

処理を行います。 



ATEn 

コマンドモードにおいて 

n =0 :エコーバックなし 

ATE 1 

[ M ] 

□ TE に対するエコーパック 

n = l :エコーパックあり（初期値） 

OK 

[& F ][& W ] 

の有無を指定します。 



ATHn 

FOMA 端末に対してオン 

n =0 :回線を切断します。（省略可） 

(パケツト通信中） 


フック動作を行います。 


+++ 




ATH 

[ M ] 



NO CARRIER 

ATIn 

認識コードを表示します。 

n =0 : 「NTT DoCoMo 」 を表示します。 

ATIO 



n = l :製品名を表示します。 （+ GMM と同じ） 

NTT DoCoMo 



n =2 : PPP バケット機能のノジョンを表示 

OK 



します。 （+ GMR と同じ） 

ATI 1 

FOMA P 901 iTV 

[ AT ][ M ] 



OK 

ATOn 

通信中にオンラインコマン 

n =0 :オンラインコマンドモードからオンラ 

ATO 


ドモードから、オンライン 

インデータモードに戻します。（省略 

CONNECT 

[ M ] 

データモードに戻ります。 

可） 


ATQn 

□ TE へのリザルトコードを 

n =0 :リザルトコードを表示します。（初期値） 

ATQO 


表示するかどうか設定しま 

n = l :リザルトコードを表示しません。 

OK 


す。 


ATQ 1 

[ M ] 



(このとき、 OK は応答され 

[& F ][& W ] 



ません。） 

ATSO=n 

FOMA 端末が自動着信する 

n =0: 自動着信しません。（初期値） 

ATS 0=0 


までの呼び出し回数を設定 

n = l 〜255 :指定したリング回数で自動着信し 

OK 


します。 

ます。 

ATSO ? 



( n 210のとき、パケット ( PPP ) 着信の場合 

000 

[ M ] 


は、自動着信せず約30秒で切断されます。） 

OK 

[& F ][& W ] 


ATS 0? で設定値を問い合わせます。 


ATS 2 =n 

エスケープキャラクタの設 

n =43 :初期値 

ATS 2=43 


定を行います。 

n =127: エスケープ処理は無効。 

OK 

ATS 2? 

[ M ] 


ATS 2? で設定値を問い合わせます。 

043 

[& F ] 



OK 

ATS 3 =n 

キャリッジリターン （ CR ) 

n = 13 :初期値 （ n = 13のみ指定可） 

ATS 3=13 


キャラクタの設定を行いま 


OK 


す。 

ATS 3? で設定値を問い合わせます。 

ATS 3? 

[ M ] 



013 

[& F ] 



OK 

ATS 4 =n 

ラインフィード ( LF ) キャ 

n =10 ：初期値 （ n = l 0のみ指定可） 

ATS 4=10 


ラクタの設定を行います。 

ATS 4? で設定値を問い合わせます。 

OK 

ATS 4? 

[ M ] 



010 

[& F ] 



OK 

ATS 5 =n 

バックスペース ( BS ) 

n =8 :初期値 （ n =8 のみ指定可） 

ATS 5=8 


キャラクタの設定を行いま 


OK 


す。 

ATS 5? で設定値を問し'！合わせます。 

ATS 5? 

[ M ] 



008 

im 



OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATS 30 =n 

[ M ][& F ] 

不活動タイマ（分）を設定 
します。ユーザデータの送 
受信がないと、設定した時 
間以上で切断します。本コ 
マンドの設定は、 64 K デー 
夕通信に限ります。設定が 

0の場合、不活動タイマ 

OFF となります。 

n =0 〜255 (初期値は 0) (単位：分） 

ATS 30=0 

0 K 

ATS 103 =n 

着サブアドレスの区切りの 

n =0: * (アスタリスク） 

ATS 103=0 

[ M ][& F ] 

キャラクタを選択します。 

n=l :/ (スラッシュ）（初期値） 
n =2 : ¥またはパックスラッシュ 

OK 

ATS 104 =n 

発サブアドレスの区切りの 

n =0 : # (シャープ） 

ATS 104=0 

[ M ][& F ] 

キャラクタを選択します。 

n=l :% (パーセント）（初期値） 
n =2： & (アンド） 

OK 

ATVn 

すべてのリザルトコードを 

n =0 :リザルトコードを数値で返送します。 

ATV 1 

[ M ] 

数字表記または英文字表記 

n=l :リザルトコードを文字で返送します。 

OK 

[& F ][& W ] 

に設定します。 

(初期値） 


ATX 门 

接続時の CONNECT 表示に 

n =0: ダイヤル!ン検出なし、ビジー! 

ATX 1 

[ M ] 

[& F ][& W ] 

速度表示の有無を設定しま 
す。 

また、ビジー!ン、ダイ 
ヤル!ンの検出を行いま 
す。 

ン検出なし、速度表示なし。 
n=l :ダイヤル!ン検出なし、ビジー! 

ン検出なし、速度表示あり。 
n =2 :ダイヤル!ン検出あり、ビジー! 

ン検出なし、速度表示あり。 
n =3: ダイヤル!ン検出なし、ビジー! 

ン検出あり、速度表示あり。 
n =4 :ダイヤルトーン検出あり、ビジートー 
ン検出あり、速度表示あり。（初期値） 

OK 

ATZ 

[ M ] 

設定を不揮発メモリの内容 
にリセットします。通信中 
に本コマンドが入力された 
場合、回線切断処理を行い 
ます。 


(オンライン時） 

ATZ 

N 0 CARRIER 
(オフライン時） 

ATZ 

OK 

AT¥S 

[ M ] 

現在設定されている各コマ 
ンド、 S レジスタの内容を 
表爪します。 


AT¥S 

El Q 0 VI X 4 & C 1 
& D 2 & S 0 ¥ V 0 
S 000=000 

S 002=043 

S 003=013 

S 004=010 

S 005=008 

S 006=005 

S 007=060 

S 008=003 

SO 10=001 

S 030=000 

SI 03=000 

SI 04=000 

OK 

AT¥Vn 

接続時の応答コード仕様の 

n =0 :拡張リザルトコードを使用しません。 

AT ¥ V 0 

[ M ] 

[& F ][& W ] 

選択を行います。 

(初期値） 

n=l :拡張リザルトコードを使用します。 

OK 


※以下の コマン ドは、エラーにはなりませんが コマン ドの動作はしません。 

• AT (AT のみの入力） • ATT ( 卜ーン設定） 

•ATP (パルス設定） ’ ATS 6 (ダイヤルするまでのポーズ時間設定） 

• ATS 8 (カンマダイヤルによるポーズ時間設定） • ATS 1 0 (自動切断遅延時間設定） 



A 

T 

コ 

マ 


覧 
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AT コマンドの補足説明 


•コマンド名： +CGDCONT [ M ] 

•概要 

バケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行います。 

• 書式 

+ CGDCONT =[< cid >[," PPP "[,"< APN >"]]] 

•パラメータ説明 

パケット発信時の接続先 （ APN ) を設定します。設定例は以下 
のコマンド実行例を参照してください。 

<cidM :1〜10 
< APN > ※：任意 

※く〇^ンは、 FOMA 端末内に登録するバケット通信での接続先 
( APN ) を管理する番号です。 

FOMA 端末では1〜10が登録できます。お買い上げ時、 
< cid >= l には mopera . ne . jp が、く cid >=3 には 
mopera . net が初期値として登録されていますので、 cid は2 
もしくは4〜10に設定します。 

< APN > は、接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。 

• パラメータを省略した場合の動作 


+ CGDC 0 NT 二 


+ CGDCONT =< cid > 


+ CGDC 0 NT 二？ 


すべての < cid > に対し初期値を 
設定します 

指定された < cid > を初期値に設 
定します。 

設定可能な値のリスト値を表示し 
ます。 

現在の設定を表示します。 


+ CGDC 0 NT ? 

•コマンド実行例 
AT + CGDC 0 NT =2," PPP "," abc " 

OK 

※日じ〇という APN 名を登録する場合のコマンド （ cid が2の場 
合） 

※本コマンドは設定コマンドですが、 & W により書き込まれる 
不揮発メモリには記憶されません。 & F 、 Z によるリセツト 
も行われません。 

•コマンド名： + CGEQMIN 二[パラメータ] [ M ] 

• 概要 

PPP パケツト通信確立時にネツトワーク側から通知される QoS 
(サービス品質）を許容するかどうかの判定基準値を登録しま 
す。 

設定ノ くターンは、以下のコマンド実行例に記載されている4パ 
ターンが設定できます。 

• 書式 

+ CGEQMIN =[ く cid>[, , 〈Maximum 
bit 「 ateUL >[, く Maximum bitrate □!_>]]] 

• パラメータ説明 


1〜10 

なし（初期値）または64 
なし（初期値）または384 


<cidM 

<Maximum bitrate UL >※ 

<Maximum bitrate DLM 
※く“〇!〉は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 
( APN ) を管理する番号です。 

FOMA 端末では1〜10が登録できます。お買い上げ時、 
< cid >= l には mopera . ne . jp が、く cid >=3 には 
mopera . net が初期値として登録されていますので、 cid は2 
もしくは4〜10に設定します。 

く Maximum bitrate UL > およびく Maximum bitrate DL > 
は、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下り最低通信速度 
[ kbps ] の設定です。なし（初期値）の場合はすべての速度を 
許容しますが、64および384を設定した場合はこれらの値 
以外での速度の接続は許容しないため、バケット通信がつな 
がらない場合がありますのでご注意ください。 

• パラメータを省略した場合の動作 


+ CGEQMIN 二 


+ CGEQMIN =< cid > 


:すべての < cid > に対し初期値を 
設定します。 

:指定された < cid > を初期値に設 
定します。 


• コマンド実行例 

以下の4パターンのみ設定できます。（(1 ) の設定が各 cid に初期 
値として設定されています。） 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド 
( cid が2の場合） 

AT + CGEQMIN =2 

OK 

(2) 上り 64 kbps / 下り 384 kbps の速度のみ許容する場合のコ 
マンド 

( cid が3の場合） 

AT + CGEQMIN =3„ 64,384 
OK 

(3) 上り 64 kbps / 下りはすべての速度を許容する場合のコマン 

ド （ cid が4の場合） 

AT + CGEQMIN =4„64 

OK 

(4) 上りすべての速度/下り 384 kbps の速度のみ許容する場合 
のコマンド （ cid が5の場合） 

AT + CGEQMIN =5,„384 

OK 

※本コマンドは設定コマンドですが、 & W により書き込まれる 
不揮発メモリには記憶されません。 & F 、 Z によるリセット 
も行われません。 

•コマンド名： + CGEQREQ =[ パラメータ] [ M ] 

•概要 

PPP パケット通信の発信時にネットワークへ要求する QoS 
(サービス品質）を設定します。 

設定は以下のコマンド実行例に記載されている1パターンのみ 
で初期値としても設定されています。 

• 書式 

+ CGEQREQ =[< cid >] 

•パラメータ説明 
<cidM :1〜10 

※く〇^ンは、 FOMA 端末内に登録するバケット通信での接続先 
( APN ) を管理する番号です。 

FOMA 端末では1〜10が登録できます。お買い上げ時、 

く cid >= l には mopera . ne . jp が、く cid >=3 には 
mopera . net が初期値として登録されていますので、 cid は2 
もしくは4〜10に設定します。 

• パラメータを省略した場合の動作 
+ CGEQREQ = 


+ CGEQREQ 二く cid > 


:すべての < cid > に対し初期値を 
設定します。 

:指定された < cid > を初期値に設 
定します。 

•コマン ド実行例 

以下の1ノ くターンのみ設定できます。 

(各 cid に初期値として設定されています。） 

( 1 ) 上り 64 kbps / 下り 384 kbps の速度で接続を要求する場合 
のコマンド （ cid が3の場合） 

AT + CGEQREQ =3 

OK 

※本 コマン ドは設定 コマン ドですが、 & W により書き込まれる 
不揮発メモリには記憶されません。 & F 、 Z によるリセット 
も行われません。 

•コマンド名： +CLIP 

•概要 

" AT + CLIP =1 ”の場合のリザルトが下記の書式で表示されます。 
+CLIP : < number >< type > 

_コマンド実行例 
AT + CLIP =1 
OK 
RING 

+CLIP : "0901 2345678", 49 


デ—夕通信 
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切断理由一覧 

■64 K データ通信 


値 

理由 

1 

指定した番号は存在しません。 

16 

正常に切断されました。 

17 

相手側が通信中のため、通信がでぎません。 

18 

発信しましたが、指定時間内に応答がありませんでした。 

19 

相手が呼び出し中のため通信がでぎません。 

21 

相手側が着信を拒否しました。 

63 

ネットワークのサービスおよびオプションが有効ではあ 
りません。 

65 

提供されていない伝達能力を指定しました。 

88 

端末属性の異なる端末に発信したか、もしくは着信を受 
けました。 


■パケット通信 


値 

理由 

27 

APN が存在しないか、もしくは正しくありません。 

30 

ネットワークより切断されました。 

33 

要求したサービスオプシヨンは申し込まれていません。 

36 

正常に切断されました。 


リザルトコード 

■リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

0 K 

正常に実行しました 

1 

CONNECT 

相手と接続しました 

2 

RING 

着信が来ています 

3 

N 0 CARRIER 

回線が切断されました 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることがで 
ぎません 

6 

N 0 DIALT 0 NE 

ダイヤル1ンの検出ができま 
せん 

7 

BUSY 

話中音の検出中です 

8 

N 0 ANSWER 

接続完了タイムアウト 

100 

RESTRICTION 

ネットワークが規制中です 

101 

DELAYED 

リダイヤル規制時間内 


■拡張リザルトコード 


& E 0 のとき 

FOMA 端末一基地局間の接続速度を表示します。 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

121 

CONNECT 32000 

32000 bps 

122 

CONNECT 64000 

64000 bps 

125 

CONNECT 384000 

384000 bps 


& E 1 のとき 


• ATVn コマンド （ P .433 参照）が n = l に設定されている場合 
には文字表示形式（初期値)、 n =0 に設定されている場合には 
数字表示形式でリザルトコードが表示されます。 

•従来の RS -232 C で接続するモデムとの互換性を保つため通信 
速度の表示はしますが、 FCMA 端末一 PC 間は FOMA USB 接 
続ケーブル（別売）で接続されているため、実際の接続速度と 
異なります。 

•「 RESTRICTION 」 （数字表示：1 00) が表示された場合には、 
通信ネットワークが混雑しています。しばらくしてから接続し 
直してください。 


■通信プロトコルリザルトコード 


数字表示 

文字表示 

意味 

1 

PPPoverUD 

64 K データ通信で接続 

2 

AV 32 K 

テレビ電話 32 K で接続 

3 

AV 64 K 

テレビ電話 64 K で接続 

5 

PACKET 

バケツト通信で接続 


■リザルトコード表示例 


• ATX 0 が設定されている場合 

AT ¥ V コマンド （ P .433 参照）の設定に関わらず、接続完了の 

際に CONNECT のみの表示となります。 

文字表示例： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 

数字表示例： ATD * 99 * * * 1# 

1 

• ATX 1 が設定されている場合※ 

• ATX 1、 AT ¥ V 0 が設定されている場合（初期値） 

接続完了のときに、 CONNECT く F 0 MA 端末 - PC 間の速度〉 
の書式で表示します。 

文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

121 

- ATX 1 、 AT ¥ VI が設定されている場合※ 

接続完了のときに、以下の書式で表示します。 
〇〇问~日〇丁<ド01\^端末_卩(：間の速度>卩八〇1<日丁<接続先 
APN >/< 上り方向 （ F 0 MA 端末—無線基地局間）の最高速度 
>/<下り方向 （ F 0 MA 端末—無線基地局間）の最高速度> 
文字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

CONNECT 460800 PACKET 
mopera . ne.jp /64/384 
( mopera . ne . jp に、上り最大 64 kbps 、 下り 
最大 384 kbps で接続したことを表します。） 
数字表示例 ： ATD * 99 * * * 1# 

1215 

※ ATX 1、 AT ¥ V 1 を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接 
続が正しく行えない場合があります。 

AT ¥ V 0 だけでのご利用をおすすめします。 


数字表示 

文字表示 

接続速度 

5 

CONNECT 1200 

1200 bps 

10 

CONNECT 2400 

2400 bps 

11 

CONNECT 4800 

4800 bps 

13 

CONNECT 7200 

7200 bps 

12 

CONNECT 9600 

9600 bps 

15 

CONNECT 14400 

1 4400 bps 

16 

CONNECT 19200 

19200 bps 

17 

CONNECT 38400 

38400 bps 

18 

CONNECT 57600 

57600 bps 

19 

CONNECT 1 15200 

1 15200 bps 

20 

CONNECT 230400 

230400 bps 

21 

CONNECT 460800 

460800 bps 
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